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中東 イ ス ラ ム世 界 に おけ る 「聖 者 」発 生 の

　　　 社 会 的 ・認 識 的 メ カ ニズ ム

　　　 エジプ ト・南シナイ地域の事例研究一

西　　尾　　哲　　夫*

Social and Cognitive Background for the Genesis of So-called Sainthood

Tetsuo Nishio

　 社会人類学者 の堀 内正樹氏 は,イ ス ラム世界 の 「聖 者(聖 人)」 に関す るこ

れ までの内外の研究にふれた最近の論考 「現代モ ロ ッコの廟参詣　　　『聖者』

を 『偉人』 とす る提案を添 えて」(歴 史学研究会 編 『地 中海世 界史4　 　 巡 礼

と民衆信仰』青 木書店1999年)の なかで,主 と して現代 モ ロ ッコでの事例 を

もとに,こ れ までに 「聖者 」 と少な くとも学術的文 献のなかで呼称 されて きた

ことに対 して い くつかの大 きな問題点 を指摘 しなが ら,「偉人」 と呼 び換え る

ことを提案 している。 本論文 は堀 内氏の提 案に直接 答え るものではないが,南

シナイでの事例を もとにその問題意識 を さらに考察 しよ うとす るものであ る。

　南 シナイは西暦六世紀 に聖 カ トリー ヌ修道 院が創建 されて以来,イ ス ラム勃

興 に よるア ラブ系部族 の流 入や イス ラム世 界の政治 的変動 のなか で,同 修道院

を精神的支柱 として社会経済的 にも一つ のま とま った地域 として歴 史上存在 し

てきた と言 える。 とくに十六世紀以降 のオスマ ン帝 国に よる中東支配 は大規模

な住民移動 と も重 なって南 シナイ地域 に大 きな社会経済 的変動 をもたら した。

この ような社会変動 のなか で聖 カ トリー ヌ修道院 とア ラブ系諸部族 のあいだ に

あって地域編成 の重要 な鍵的要素 となった のが,修 道院創建 と時を 同 じくして

修道院 の世話 のため に南 ヨー ロッパ よ り農奴的役割 をもって強制移住 させ られ

てきた ジバ ー リとよぼれる部族 であった。

　南 シナイには起源 におい ても呼称 にお いてもさらにそ の社会的機能や重要性

においてもさまざまな 「聖者」がみ られ るが,彼 らは一見す るとモーゼのよ う

に超有名な ものか ら由来の よ くわか らない もの まで,ま るで何の一貫性 もな く

存在 してい るよ うにみ える。ただ,現 在み られ る 「聖者 」やそれをめ ぐる伝説
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や儀礼的行為が昔か ら変わ らず存在 して きた ものではな く,歴 史文献を もとに

南 シナイ地域内での集団関係の変化や同地域をめ ぐる国際的 な社会経済的変化

にて らしあわせなが ら仔細にながめてみ ると,時 宜に応 じて 「聖者」をめ ぐる

言説や行為が過去の記憶か ら再生 された り新た に創造 された りして きた のであ

り,結 局の ところそれぞれ の 「聖者」が一定の集団関係維持 と地域編成原理 の

ために機能 してい ることがわか る。特定 の 「聖者」はそ の聖性 の度合い では な

く,集 団関係維持におけ る役割 の有用性 の度合 いに応 じてまさに地域住民か ら

その存在意義を認め られた ものであ り,そ の有用性 の度合い をはか る民俗的概

念 としてのバ ラカの力が どの程度で どれだけ の幅広 い住民に信Lら れて いるか

に よって,「聖 者」 の存在形 態が異な って くる。部族内部 の小集 団の維持や さ

らに複数集団の維持 のため であれぽ,素 性 の知れた部族 のまさに 「偉人」的存

在が 「聖者」 として機能す る し,複 数 の大 きな集団をゆ るやか に統合 し地域編

成の原理 として機能す るためで あれぽ,土 地神話 として機能す るモーゼや ア ロ

ンの よ うな超 「偉 人」 的 「聖者」 が必要に なる。

   In his recent article on the state-of-affairs concerning the studies of 

so-called "Saints" in the Islamic world, Prof. Horiuchi proposed that in 

academic discussion about Islamic sainthood, at least in its popular set-

tings, we should use the term "great person" instead of "saint" and other 

related words. My discussion here is not meant to answer his proposal, 

but to develop his standpoint on the basis of another case-study of a 

related matter in Southern Sinai, Egypt. 
   Historically speaking, Southern Sinai can be regarded as one 

socio-political and economic area, where the Monastery of St. Catherine 
functions as a pivotal entity both in the spiritual and socio-

economic/political senses. Another key entity in this area is the  Jibali 

tribe, thought to have been sent by the Byzantine Emperor Justinian 

from Southern Europe to serve as serfs in the middle of the 6th century. 

After the advent of Islam, a majority of Arab tribes moved into this 

area. With the increasing political influence of the Ottoman empire, the 

area underwent radical social change from the 16th century onward. 
   In modern Southern Sinai, we can discern many "saints" of various 

origins, names and social functions. Seemingly, they exist without any 

social and cognitive background for their functions, but this proves not 
to be the case, when we look into their origins with the help of historical 

documents and oral traditions. In the present discussion, I propose one 

principle to explain the seemingly unrelated "saints" of Southern Sinai in 
terms of their cognitive origin, which might contribute to the general 

discussion about "sainthood".
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　 ム

5　 おわ りに

1問 題 の所在

　社会人類学者の堀内正樹氏は,イ スラム世界の 「聖者(聖 人)」 に関するこれまで

の内外の研究にふれた最近の論考のなかで,こ れまでに 「聖者」 と少なくとも学術的

文献のなかで無造作に呼称 されてきたことに対 して,「聖者」 という言葉 自体がもと

もと英語やフラソス語のSaintの 訳語に由来するために生 じる,次 の三つの問題点を

指摘 しながら,「聖者」を 「偉人」 と呼び換えることを提案 している(堀 内1999)。

　最初の問題点は,主 としてカ トリック世界でSaintと いう言葉が担ってきた含意が

イスラム世界の事象に投影されて しまうことである。少な くともカ トリック世界の「聖

人(Saint)」 はバチカンという権威的な機関によって承認された公的制度であるのに

対して,イ スラム世界ではそのような中心的権威機構が存在 しないばか りか,サ ウジ

アラビアのワッハーブ派のような厳格な正統的イスラムでは 「聖者」の存在自体が否

定 されている。二番 目の問題点は,「聖者」 という言葉が指示す る人物群の範囲に関

わる。「聖者」には,預 言者 ムハソマ ドの血を受け継いだシャリーフとよぼれる由緒

正 しい人物や,政 治的権威を持ち国家的英雄 とみなされる人物がいる一方で,ま った

く素性が知れない人物 まで多種多様な人物が含まれている。これらの人物を指す用語
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も多数であ り,「聖者(Saint)」 に相当する上位概念を示す言葉はない。三番 目の問

題点は,「聖者(Saint)」 の持つ聖性 とい う属性に関わるもので,キ リス ト教世界で

の 「聖」 と 「俗」とい う区別が必ずしもイスラム世界での 「聖」と 「俗」の区別 と同

じではなく,そ の意味で 「聖者」をめぐる 「聖」なる概念の再検討が必要である。堀

内氏は以上の問題点をあげたのち,主 としてモロッコの事例の分析をもとに,「聖者」

が 日常的対人行動の延長として理解することが可能であるとして,暫 定的ではあるが

問題点の多い 「聖者」という言葉に代>xて 「偉人」 という言葉を提案した1も

　本論文は堀内氏のあげた特に二番 目の問題点をめ ぐって,南 シナイでの事例をもと

に考察を くわえる。一見すると起源においても呼称においても何の一貫性 もなく存在

しているようにみ>xる 「聖者」が,南 シナイ地域内での集団関係の変化や同地域をめ

ぐる国際的な社会経済的変化にてらしあわせながら仔細にながめてみると,そ れぞれ

の 「聖者」が一定の集団関係維持 と地域編成原理のために機能 しているのであ り,

Saintの 訳語としての 「聖者」 という言葉の妥当性はともか く,「聖者」 とい う一つ

の整合的な社会システムが機能 していることを示 したい。

2地 域 としての南 シナイの歴史 の再構 成

2.1聖 カ トリー ヌ修 道院 とジバ ー リ部族

　西暦三世紀ごろから聖地を含むパレスチナやエジプ トなどのキ リス ト教世界では,

人里はなれた砂漠や荒野に隠棲 して修行生活をお くる修道僧が増えたが,南 シナイに

おいても,モ ーゼが十誠を授かったシナイ山と考えられたモーゼ山や,パ ランとい う

名で聖書中に登場するワーディ・フェイラーンの周辺に相当数の修道僧が宗教的静誰

をもとめて庵をむすんだ。南シナイの過酷な自然環境 と土着住民による襲撃などのた

め,多 くの修道僧が命をおとしたが,や がて彼らは共同生活をはじめるようにな り,

コンスタンティヌス大帝の母親 聖ヘ レナに後援を懇願 した。彼女はそれに応えて修

道僧のために小さな教会 と身を護るための塔を建設 した。

　聖カ トリーヌ修道院が建てられるころまでには,聖 カトリーヌをめ ぐる奇蹟謳が伝

説として広く人びとのあいだに知られるようになっていた。聖カ トリーヌあるいはカ

タリナはもとの名前を ドロシアと言い,西 暦294年 にアレキサ ンドリアで生まれた。

貴族,一 説によれば王族の出であったとも言われる。学識ゆたかな美 しい娘であった

カタリナは,あ る時シリア出身の修道士に出会い,キ リス ト教に改宗 して洗礼名をカ
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タリナとした。ローマ皇帝マクセンティウスがキリス ト教を弾圧すると,彼 女は偶像

崇拝に反対して公然 と皇帝マクセンティウスを非難 した。皇帝は五十人の哲学者を彼

女のもとに送 って論戦を挑ませたが,彼 らはわずか十八才のカタリナにことごとく打

ち負かされ,し か もキ リス ト教に改宗させられて しまった。怒 った皇帝は哲学者たち

を生きながら焼いてしまった。一計を案 じた皇帝マクセンティウスはカタリナに結婚

を申し込んで彼女を誘惑 しようとしたが,カ タリナは自分はキ リス トとすでに婚約し

た身であると述べて,皇 帝の求婚を断わった。皇帝は彼女を投獄 したが,そ れでも意

に従わぬカタリナを釘のついた車輪で処刑 しようとした。ところが彼女の祈 りで車輪

はバラバラに砕け散 り,見 物 していた群衆に傷を負わせたという。だがカタリナも最

後には首をはね られて殉教 した。伝説によれぽ,天 使がその遺体をシナイにある山の

頂に運んだという。その山が現在のカ トリーヌ山であるa>0

　 ジノミー リ部族には,聖 カ トリーヌ修道院の創建に関わる次のような出自伝説が語 り

伝えられている。

　 いまか ら八百年ほ どまえ,バ ルバル とい う名の部族が いて,聖 カ トリーヌの修道院を襲 っ

ては,略 奪 をほ しい ままに していた。そ こで,修 道士 たちは ジバ ー リ部族にたすけ を もと

めた。 ジバ ー リ部 族はギ リシアか らエジプ トにや って きた人たちであ り,ず っ と修道院 の

警護 の任 にあた っていた。 しか しジバ ー リの者た ちは,泥 棒 たちを追いは ら うことが でき

なか った。そ こで修道 士たちはエ ジプ トか ら兵隊 をつれ てきて,警 護 の任につけた。かれ

らは泥棒た ちを追 いは らい,ほ うび として修道院 で作 られ る ものの半 分を もらえ ることと

なった。かれ らは,ア ウラー ド ・ジ ュンデ ィー とよぼれた。 これに腹をたてた ギ リシア人

の警護人 たちは,エ ジプ ト人の兵士た ちと仲 たが い したが,や がて品物を等分す る とい う

ことで争いはお さまった。

　 西 暦 九 世 紀 に ア レキ サ ソ ド リア の大 司教 をつ とめ た エ ウ テ ィキ ウス(ア ラ ビア語 名,

イ ブ ン ・アル バ トリー ク)の 『年 代 記 』 や 聖 カ トリー ヌ修道 院所 蔵 の関 連 文 書 が 史 実

と して 伝 え る と こ ろ で は,西 暦 六 世 紀 に ビザ ン ッ 皇 帝 ユ ス テ ィ ニ ア ヌ ス1世

(527～566年)が 聖 カ トリー ヌ修 道 院 を創 建 した とき,修 道僧 た ち の警 護 や身 辺 雑 事

に あた らせ るた め に,現 在 の ボ ス ニ ア(旧 ユ ー ゴ ス ラ ビア南 西部)と ワ ラキ ア(ル ー

マ ニ ア南 部)の 農 奴 か ら首 人 の 男子 を妻 子 同伴 でエ ジ プ トへ送 った。 当時 の エ ジ プ ト

総 督 テ オ ドシ ウス は,さ らに エ ジ プ トの ア レキサ ン ドリアか ら妻 子 同伴 の百 人 の男 子

を 付 け 加 え て,合 計二 百 家 族 ほ ど の農 奴 を シ ナイ半 島 へ送 りと どけ た 。 聖 カ トリー ヌ

修 道 院 か らの要 請 で,1517年 か ら1520年 に か け て オ ス マ ソ朝 の セ リム1世 は,ナ イ
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ル の デ ル タ地 域 の 北東 部 に位 置 す るア ル マ タ リー ヤか ら,聖 カ トリー ヌ修 道 院 を警 護

す る とい う名 目で イ ス ラ ム教 徒 の 一 団 を 派 遣 した 。 彼 ら の末 高 は 現 在 ア ウ ラ ー ド ・

ジ ュ ンデ ィー と よぼ れ る ジバ ー リ部 族 の一 支 族 とな った 。 ア ウ ラ ー ド ・ジ ュ ンデ ィー

とは 「兵 士 の 子 ど もた ち 」 とい う意 味 で あ る。

　 ジバ ー リ部 族 の 名前 に あ る ジパ ー リとは,も とも とア ラ ビア語 で 山 を意 味 す る言 葉

ジ ャバ ル の複 数 形 ジバ ール か ら派 生 した形 容 詞 であ り,文 字 どお りに訳 せ ぽ 「山や ま

の(人 び と)」 とで もな ろ う。 現 在 の ジ バ ー リ部 族 は,ウ ヘ イバ ー ト,ヘ イ マ ー ト(以

前 は サ ラー イ メあ るい は ア ウ ラ ー ド ・サ リー ム と よぼ れ た),ハ マ ーイ デ,ア ウ ラ ー

ド ・ジ ュ ンデ ィーの 四 つ の支 族 か ら構 成 され て い る。この 四支 族 のな か で,ウ ヘ イバ ー

トの構 成 員 が も っ と も多 く,次 に ア ウ ラー ド ・ジ ュ ンデ ィー と続 く。 ま た,所 有 して

い る土 地 や 農 園,家 畜 な どの面 で は,ア ウ ラー ド ・ジ ュンデ ィーが も っ と もめ ぐまれ

て い る3)。

　 出 自伝 説 の なか で は,ジ バ ー リ部 族 の祖 先 が 「ギ リシ ア」か らや って来 た こ とに な っ

て お り,ギ リシ アを 指 す ア ラ ビア語 の表 現 と しては,比 較 的 新 しい 言葉 で あ る 「イ グ

リー ク」 とい う単 語 と 「ル ー ム」 とい う単 語 の両 方 が 使 わ れ て い る。 ル ー ム とい うア

ラ ビア語 の単 語 は ローマ とい う言 葉 に 由来 して い るが,近 代 以 前 の ア ラブ ・イ ス ラム

世 界 で は,ル ー ム とは 小 ア ジ アか らバ ル カ ン半 島 の一 帯 の 旧 ビザ ン ツ帝 国地 域 を指 し

て い た。

　 ジ バ ー リ部 族 の系 譜 に つ い て語 られ て い る と ころを 総 合 す る と,現 在 の ジバ ー リ部

族 の 四支 族 はす べ て,ギ リシ ア出 身 の バ ヒ ー ト(Bakhit)と い う名前 の人 物 と彼 の兄

弟 で あ る ジ ュ ソデ ィーを 祖 先 に も って い る。 バ ヒー トの 墓 は ワーデ ィ ・ア スバ イ ー ヤ

に現 存 して お り,彼 に は ス ライ ム と フマ イ ドとい うふ た りの 息 子 が い た。 フマ イ ドは

ハ マ ー イ デ支 族 の始 祖 とな り,彼 の息 子 の ウハ イ ブ とサ リー ム は,そ れ ぞれ ウヘ イバ ー

ト支 族 とア ウ ラー ド ・サ リー ム(=ヘ イ マ ー ト)支 族 の始 祖 とな った。 た だ し,も う

一 つ の支 族
,ア ウ ラ ー ド ・ジ ュ ンデ ィ ー と他 の支 族 との系 譜 関 係 に つ い て は,今 も な

お 各支 族 内 で語 り伝 え られ て い る内 容 に微 妙 な違 いが み られ,三 通 りに分 け られ る。

前 出 の 出 自伝 説 の よ うに,エ ジ プ ト起源 で あ る こ とを 積 極 的 に み とめ る もの,血 縁 関

係 は な い が,バ ヒー トの ふ た りの 息 子 ス ライ ム と フマ イ ドに 追 随 した ア フマ ドとい う

人物 の子 孫 で あ る とす る もの,バ ヒ ー トの 兄弟 の ジ ュ ソデ ィー こそ が,ユ ス テ ィニ ア

ヌス1世 が 聖 カ トリー ヌ修 道 院 建 設 の際 に労 働 者 と と もに 送 った 一 隊 の兵 士 た ち で

あ り,彼 らの子 孫 が ア ウ ラ ー ド ・ジ ュ ソデ ィー だ とす る もの で あ る。 この よ うな違 い

は,歴 史 的 に異 な った 起 源 を 持 つ ア ウ ラ ー ド ・ジ ュ ンデ ィーが 血縁 関 係 を持 つ 支 族 集
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団としてジバーリ部族に取 り込まれていった系譜操作上の過程を反映 していると考え

られる。

2.2　 ジバ ー リ部 族 の起源

　 ア ウ ラー ド ・ジ ュン デ ィーを 除 く,他 の三 支族 に属 す るジバ ー リ部 族 の 人 び との 祖

先 の 出身 地 が,ギ リシ ア近 辺,よ り正確 に は ボ ス ニア(旧 ユ ー ゴス ラ ビア南 西 部)と

ワ ラキ ア(ル ー マ ニ ア南部)に あ る こ とは,歴 史 的 事 実 の よ うだ が,そ の 民 族 的 起 源

は ま だ謎 の部 分 が 多 い4)0ジ バ ー リ部 族 に 関 す る古 い記 録 に は あ い まい な点 が 多 い と

い うの もあ るが,い ちぽ ん の 障 害 は,ユ ス テ ィ ニ ア ヌス1世 が 聖 カ トリー ヌ修 道 院

を 建 設 した,西 暦 五 世 紀 か ら六 世 紀 にか け て のバ ル カ ン半 島,こ とに ボ ス ニア や ワ ラ

キ アな どの地 方 の歴 史 が,ス ラ ブ民 族 が バ ル カ ン半 島 に 南 下 して くる 直前 とい う事 情

もあ って 詳 し くわ か らな い とい う こ とだ ろ う。 東 欧 史 の 専 門 家 は この時 代 を史 料 の暗

黒 時 代 と呼 ん で い る ほ どだ 。

　 ジバ ー リ部 族 の起 源 の問 題 に つ いて 民 族 考 古 学 の 観 点 か ら研 究 して い る,ロ ソ ドン

大学 考 古学 研 究所 の ジ ョン ・G・ ナ ン ドリス博 士 に よ る と,ジ バ ー リ部 族 の 祖 先 は ト

ラキ ア系 の先 住 民 族 で あ り,現 在 ギ リシ アの 山 岳 地 帯 に住 ん で い る ア ル ー マ ニ アあ る

い は ア ロ ム ン(単 数 形Arom穗,複 数 形Arom穗i)ま た は ヴ ラ フ(Vlah)と よば れ

る民 族 集 団 と近 い関 係 に あ る ら しい(Nandris　 l990)。

　 ダ ニ ュ ー ブ河 南 域 出 身 の ユ ス テ ィ ニ ア ヌ ス1世 は ラ テ ソ語 を母 語 と して お り,最

後 ま で ギ リシ ア語 が 苦 手 だ った。 そ の た め,彼 と同郷 か そ れ に近 い地 域 出 身 で ラテ ン

語 系 の言 語 を 話 す 集 団 を,聖 カ ト リー ヌ修 道 院 の警 護 役 にあ て た と思 わ れ る。 黒 海 南

部 地 域 か らバ ル カ ン半 島一 帯 の住 民 の なか で,ト ラキ ア系 先 住 民 の一 部 が ロ ーマ化 し

て ラ テ ン語 を 話 す よ うに な って い た。 彼 ら の子 孫 が,現 在 アル ーマ ニア また は ヴ ラ フ

と よば れ て い る人 び とで あ り,ジ バ ー リ部 族 もそ の 末 喬 ら しい。

　 本 来,ヴ ラ フ とい う民 族 名 は ダ ニ ュー ブ河 南 域 の バ ル カ ン半 島や ギ リシア に先 住 し

て い た ラテ ン語系 言 語 を話 す 人 び とを 指 す 他 称 で あ る。 これ らの ラテ ン語 系 言 語 を 話

す 人 び と 自身 は 自分 た ち の 集 団 を ア ル ー マ ニ ア/ア ロム ソ,ロ マ ー ン(Rom穗),ア

ル ミー ン(Arm絜),ロ マ ール(Rom穩)な ど と呼 ん で い る。 これ らは す べ て基 本 的

に 「ロー マ系 の人 び と」 とい う意 味 で あ る。 一 方,ヴ ラ フ とい う言 葉 は,も と も と異

邦 人 を指 す ゲ ル マ ン系 の 単 語 で あ り,ゲ ル マ ン民 族 の一 派 で あ るチ ュー トン人 が 異邦

人 の総 称 と して使 って い た 。 西暦 四世 紀 な い し五 世 紀 に な る とス ラ ブ系 言 語 を 話 す 人

び とが,ロ ー マの 属 領 に 住 む 人 び との総 称 と して ヴ ラ フ とい う言 葉 を 使 うよ うに な っ
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た 。現 在 で も主 に ヨ ー ロ ッパ東 南 部 で は,ヴ ラ フに 起 源 を持 つ言 葉 が 民 族 名 と して 残 っ

て い る。 ス ラ ブ系 に属 す る ス ロ ヴ ェ ニア語 のLahやLas,同 じ くス ラ ブ系 の ポ ー ラ

ン ド語 のWloch,ゲ ル マ ン系 に属 す る ア ソ グ ロ ・サ ク ソン語 のWelshな どは ヴ ラ フ

起 源 で あ る5)0

　 ジバ ー リ部 族 の 故 郷 の 一 つ と され る ワ ラ キ ア(Wallachia)と い う地 名 も ヴ ラ フ起

源 の 言 葉 で あ る。 この言 葉 は ジバ ー リ部 族 の 出 自を記 録 した聖 カ ト リー ヌ修 道 院 の 文

書 に も ア フ ラ ー フ(al-Afl疚h)と い うア ラ ビア 語 に な って 登 場 す る。 ア フ ラー フ と

い う名 称 自体 は トル コ語 経 由 で ア ラ ビア語 に 入 った もの だ ろ う。 中 世 の ワ ラキ ア地 方

は トル コ語 でKara　 Iflak(黒 い イ フ ラ クの意 味)と よば れ て いた か らだ 。 な お,隣 接

す るモ ル ダ ヴ ィア地 方 はAk　 Iflak(白 い イ フ ラ クの意 味)と よば れ て 区別 され て いた 。

　 エ ウ テ ィ キ ウ ス は 『年 代 記 』 の な か で,ジ バ ー リ部 族 の 一 集 団 を 指 し て

Lachmiensesと 呼 ん で お り,ナ ン ドリスは これ を ヴ ラ フ(Vlah)の 転 説 と断 定 して い

る(Nandris　 1990:60)。 また,十 九 世 紀 中 頃 に シ ナ イ 半 島 を踏 査 した イ ギ リス人 言

語学 者 エ ドワー ド ・H・ パ ー マ ーは,調 査 の 案 内 役 と して ジバ ー リ部 族 の ガ イ ドを雇

い,そ の 時 の 旅 行 記 『出 エ ジ プ トの 砂 漠 』 の な か で,ジ パ ー リ部 族 が ク ラ フ

(K'lah)と よぼ れ る 国 か らや って き た とい う彼 ら の 伝 承 を 記 録 して い る(Palmer

l871:74)。 この ク ラ フ とい う言 葉 も ヴ ラ フ の変 化 形 だ ろ う。 ジパ ー リ部 族 の 初 期 の

居住 地 の一 つ と推 定 され る,聖 カ ト リー ヌ修 道 院 近 くに あ る ワー デ ィ ・ トラ フ(Wa-

di　Tlah)の トラ フ も ヴ ラ フ系 の 言 葉 が 変 化 した 可 能 性 が 高 い。 さ らに,ジ バ ー リ部

族 の 始 祖 で あ るバ ヒー ト(Bakhit)あ るい は バ ヒ ド(Bahid)と い う名 前 も ヴ ラ フ と

何 らか の 関係 が あ る のか も しれ な い。

　 西 暦570年 ごろ,殉 教 者 ア ン トニ ヌス(ピ ア ケ ンザ の ア ン トニ ヌ ス)が シ リア ・パ

レス チ ナ か らエ ジ プ トを 旅 行 し,旅 行者 と して は初 め て聖 カ トリー ヌ修 道 院 につ い て

書 き残 した。 彼 の記 述 に よれ ば,聖 カ ト リー ヌ修 道 院 の修 道 士 た ち は 「ラテ ン語,ギ

リシア 語,シ リア語,エ ジ プ ト語,そ して ベ ッサ(Bessas)語 」 の言 葉 を用 い て い る

とあ る(Nandris　 l　990:65;Mayerson　 1978)。 シ リア語 は ア ラ ム語 系 の 言 葉 で あ り,

初 期 キ リス ト教 文 書 の多 くは シ リア語 で書 か れ て いた か ら,聖 カ トリー ヌ修 道 院 に も

非 常 に た く さん の シ リア語 文 書 が 現存 して い る。 また こ こで エ ジ プ ト語 と よぽれ て い

る言 語 は,エ ジ プ トを 中 心 とす る コ プ ト教 会 の典 礼 語 の コプ ト語 を 指 して お り,フ ァ

ラオ時 代 の古 代 エ ジ プ ト語 で は な い。 問 題 は べ ッサ 語 で あ る。 ア ン トニ ヌス の記 述 に

関連 して,ト マ シ ェ クは 次 の よ うに述 べ て い る 。 「トラキ ア語 は話 され な くな って 久

しい。 ベ ッサ(Bessae)の 人 び とは ロ ーマ 人系 の言 葉 を話 して お り,シ ナ イ巡 礼 の 通
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訳 兼 ガ イ ドをす る者 も いた 。 … …ベ ッサ の 人 び とは,彼 らの子 孫 で あ る ワラキ ア の 人

び と と同様 に,自 分 た ち の こ とを 誇 りを も って ロマ ー 二(ル ー マ ニ ア人)と 呼 ん だ」

(Tomaschek　 1893-4:77-79;Nandris　 1990:65)。 今 は 残 って い な い が ジバ ー リ部 族 の

支 族 に ア ウ ラ ー ド ・ビズ ヤ ー(Bizya)と い うも のが あ り,こ の 名 前 は 中 世 の 聖 カ ト

リー ヌ修 道 院 文 書 に も登 場 す る。 この ビズ ヤ ー とい う支 族 名 は ナ ン ドリス に よれ ぽ,

現 在 も トゥール に あ る聖 カ トリー ヌ修 道 院 の農 園 を 管 理 す る一 族 の 名称 と して継 承 さ

れ て お り,ア ン トニ ヌス の記 述 に あ る ベ ッサ とま ちが い な く関 係 が あ る だ ろ う。

　 いず れ に せ よ,ジ バ ー リ部 族 の一 部 は ワ ラキ アか ら ボ ス ニア に か け て の地 域 に暮 ら

して いた ラ テ ソ語(の 方 言)を 話 す よ うに な った トラキ ア系 先住 民 の 末喬 で あ り,さ

らに アル ーマ ニア(ア ロ ム ン)あ る いは ヴラ フ とい う民 族 集 団 が ジバ ー リ部 族 と同 系

統 の 末 喬 で あ るの は ど うや らま ちが いな さそ うだ 。 現 在,ア ル ー マ ニ ア系 の人 び との

居 住 地 は トラキ ア地 方 や ダル マ チ ア地 方 の 山 岳 地 を 中 心 に,ギ リシア,ブ ル ガ リア,

旧 ユ ー ゴス ラ ビア な どの ダ ニ ュー ブ河 南 部 の 諸 地域 に 分散 して い る。

　 アル ーマ ニア(ヴ ラ フ)人 は 牧 畜 を い とな ん で お り,季 節 に よ って 居 住地 を か え る。

夏 は 高 山地 帯 に あ る村 で 過 ご し,冬 に な る と低 山地 帯 に分 散 す る。 彼 らは 屈 強 な 傭 兵

で あ り商 人 で あ る とみ な され て い た 。 ラバ に 荷物 を載 せ て 隊商 を 組 み,バ ル カ ソ半 島

全域 で商 取 り引 きを 行 な って い た 。 この よ うに ア ル ー マ ニ ア人 は,シ ナイ 半 島 に送 ら

れ た集 団が 有 して い た あ らゆ る機 能 を備 え て い た。 カ ル パ チ ア地 方 の ル ーマ ニア 人牧

畜 民 は,ア ル ー マ ニ ア系 の 人 び と と言 語 ・文 化 的 に最 も近 い関 係 に あ った が,こ の よ

うな機 能 は 備 え て い な い 。 アル ーマ ニア人 は代 々,ア トス山 にあ るギ リシ ア正教 会 の

修 道 院 で,労 役 や ラバ飼 養 に 従事 して い た。 ア トス 山 にあ る大 修 道 院 の うち,最 も初

期 の もの は 十 世 紀 に ア タナ シ ウス が創 設 した 大 ラヴ ラ修 道 院 だ が,こ れ に先 だ って 隠

者 の 集 団 が 定 住 して い た の は 間違 い な い。 シ ナ イ半 島 で も事 情 は 同 じだ った。

2.3聖 カ トリー ヌ修 道 院を め ぐる地 域情 勢

　 先 述 の ジバ ー リ部 族 の 出 自伝 説 に もあ る よ うに,初 期 の ころ に 南 シナ イ に住 み つ い

た 修 道 士 た ち の な か に は,砂 漠 の住 民 の 手 に よ って 命 を お と した もの もあ った 。 西 暦

250年 ごろ に ア レキ サ ン ド リア の主 教 デ ィオ ニ シ ウ スは,迫 害 を逃 れ て砂 漠 に 逃 げ 込

ん だ キ リス ト教 徒 の 「多 くが ア ラ ビアの 山 の な か で 異 教徒 の サ ラセ ン人 に捕 ま り,囚

わ れ の 身 とな った 」 と述 べ て い る(Eckenstein　 1921:95)。 正 確 な 時 期 は わ か らな い

が,西 暦373年 か ら410年 の あ いだ の あ る時 に,今 も聖 カ ト リー ヌ修 道 院 で語 りつ が れ

て い る大 量 殺 害 が 起 こ った 。 ア レキ サ ン ドリア 近 くの カ ノプ ス 出身 の修 道 士 ア ンモ ニ

495



　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 国立民族学博物館研究報告　　25巻4号

ウ ス は こ の 事 件 を 目撃 し,次 の よ うに 記 録 し て い る(Dobson　 1925:49;Har-El

1983:181)。 彼 は エ ジ プ トか らの 巡 礼 団 と と もに エ ルサ レム を 出発 し,十 八 日後 の 一

月 十 四 日に モ ーゼ 山 に着 いた 。 ち ょ うどそ の 時,一 群 の 「サ ラセ ン人 」 が 彼 ら の首 長

の 死 の腹 いせ に シナ イ 山(=モ ーゼ 山)の 修 道 士 た ち を襲 撃 した。 サ ラセ ン人 の 襲 撃

者 た ち は三 十 八 人 もの修 道 士 を 殺 害 し,そ の 場 か ら逃 げ 出 して い た ア ンモ ニ ウ スー 行

に もせ ま って きた のだ が,ま さに そ の 瞬 間,山 頂 か ら大 きな 火柱 が 立 ち のぼ った 。 神

の 怒 りで あ るそ の 火 に驚 い た 襲 撃 者 一 団 は,武 器 を す て ラ ク ダ ま で も残 して逃 げ て

い った。 この時 の殉 教 事 件 の 様 子 は,現 在 も聖 カ トリー ヌ修 道 院 の南 チ ャペ ル に 碑文

とな って残 って い る。 ジバ ー リ部 族 の 言 い 伝 え で は,修 道 士 殺 しの集 団 は バ ニ ーサ ー

リフ とい うイ ス ラム以 前 の ア ラ ブ人 集 団 で あ り,彼 らを追 い散 らす た め に 神 が ラ ース

サ フサ ー フ ァ とい う場 所 に 火 を 出 現 させ た の だ とい う。

　 さ らに聖 カ トリー ヌ修 道 院 に伝=わる文 書 に よれ ぽ(Lewis　 1971:7),こ の事 件 と相

前 後 して,ラ イ ス(Raithu)つ ま り現 在 の トゥー ル に,ブ レン ミス と よば れ る異 族 集

団 が上 陸 して きた。 この た め,フ ァラ ンび と(Pharanites)つ ま りワー デ ィ ・フ ェイ

ラー ソの ア ラブ系 住 民 二 百 人 が ライ ス に 直行 した。ブ レソ ミスは,修 道 士 のみ な らず,

女,子 ど も も含 む ライ ス の住 民 を殺 害 した が,フ ァラ ンび との手 で全 員 が 諌 殺 され た 。

　 ジバ ー リ部 族 が 伝 え るバ ニ ーサ ー リフ とい う集 団は,お そ ら く 『コ ー ラ ン』中 に ア ッ

ラー の罰 を うけ て 滅 び た 過 去 の民 族 と して登 場 す るサ ム ー ド族 の 一集 団 と関係 が あ る

の だ ろ う。 これ らの 集 団 とつ な が りが あ っ た と思 わ れ る,ナ ビ ー ・サ ー リフの聖 者 廟

や モ ー ゼ 山頂 の 岩 に 残 され た雌 ラ クダ の足 跡 な どは,現 在 で も ジバ ー リ部 族 をは じめ

とす る周 辺 諸 部 族 の 信仰 の対 象 とな っ て い る。 また,ブ レン ミス と よばれ る民 族 集 団

は,ナ イ ロ ・サ ハ ラ系 の民 族 集 団 で あ り,現 在 の ス ー ダ ン北 東部 に住 む ベ ジ ャ人 で あ っ

た と考 え られ て い る(Skrobucha　 1966:26)。 彼 らは 聖 カ ト リー ヌ修 道 院 が建 設 され

た 時 期 を 中 心 に,シ ナ イ半 島南 部 を含 む 紅 海 沿 岸 地 域 を 襲 って は略 奪 行 為 を繰 りか え

して いた 。

　 周 辺 の ア ラ ブ系 住 民 や 他 の集 団が 修 道 士 を 襲 撃 した とい う記 述 は,聖 カ ト リー ヌ修

道 院 の 記 録 や 巡 礼 者 た ち の記 述 の なか に 頻 繁 に 登 場 す る。 そ の よ うな事 実 は 否 定 で き

な い と して も,こ の よ うな記 録 は 「野 蛮 な 砂 漠 の 略 奪者 で あ るベ ドウ ィ ン(砂 漠 の サ

ラ セ ソ人=ア ラブ遊 牧 民)」 とい うイ メ ー ジを こ と さ らに 強 調 し,ユ ス テ ィ ニア ヌス

1世 か ら援 助 を と りつ け るた め の方 便 と して 利 用 され た 色 あ い が 濃 い 点 を 忘 れ て は な

ら ない 。 七世 紀 に イ ス ラム教 が 興 り,イ ス ラ ム教 徒 とな った ア ラブ遊 牧 民 が 大 量 に シ

ナ イ半 島 南部 に 入 って き て,聖 カ トリー ヌ修 道 院 が イ ス ラム世 界 のな か の 孤 島 の よ う
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な存在になると,こ のようなイメージ戦略的傾向は,時 の権力と保護関係を結ぶため

に強化されていった。

　十五世紀末か ら十六世紀にかけて急激にベ ドウィンによる襲撃事件の記録が増えて

くるが,そ の理由としては次の二つがあげられる。一つには,ち ょうどそのころアラ

ビア半島で多 くの部族が大移動を開始 したために南シナイでも現在の部族分布につな

がるような部族関係の激変があ り,南 シナイ全体が不穏な状況下にあった。さらに,

イスラム世界の覇者として新たにオスマソ帝国がエジプ トにも支配を拡大 してきたた

め,聖 カ トリーヌ修道院側では,新 たな国際情勢のなかで南シナイ内での地位を確立

しておく必要があった。

2.4聖 カ トリー ヌ修 道 院 とジバ ー リ部族 の関係

　 こ の よ うな 歴 史 的 起源 を持 つ ジバ ー リ部 族 が 南 シナ イ に 強制 移 住 させ られ た と き,

彼 ら と聖 カ トリー ヌ修 道 院 の 関係 は ど の よ うな もの だ った の だ ろ うか 。

　 ジバ ー リ部 族 は い くぶ ん誇 りを も って 自分 た ち の こ とを 今 で も,ア ウ ラ ー ド ・ア ッ

デイ ル と呼 ぶ 。 「(聖カ ト リー ヌ)修 道 院 の 子 ど もた ち」 とい う意 味 で あ り,自 分 た ち

と聖 カ トリー ヌ修 道 院 との あ いだ に 存 在 す る特 別 に親 密 な関 係 が 表 現 され て い る。 ま

た 一 方 で,聖 カ ト リー ヌ修 道 院 との 隷 属 的 な 関係 を表 現 す る もの と して,ジ バ ー リ部

族 は ス ィバ ー イ ェ ト ・ア ッデ イ ル,つ ま り 「(聖カ トリー ヌ)修 道 院 の 農 奴 」 とも よ

ぼ れ る。 これ と対 照 的 に,聖 カ トリー ヌ修 道 院 との契 約 関 係 に よ って,聖 カ ト リー ヌ

修 道 院 へ 運 ぼ れ る物 資 や 巡 礼 の輸 送 と護i衛を 受 け 持 つ 他 の諸 部 族 は,「 番 人 」 とい う

意 味 の ガ フ ィー ル とい う言 葉 で よば れ る。 現 在 エ レガ ー ト,ア ウ ラ ー ド ・サ イ ー ド,

ムゼ イ ナ,ア ワー ル マの 諸 部 族 が ガ フ ィ ール と して聖 カ トリー ヌ修道 院 と契 約 を結 ん

で い る。 と くに ア ワール マ部 族 は か つ て ジバ ー リ部 族 の 護 衛 の 任 に つ い て い た。

　 選 ぼれ た民 とい う意 味 も こめ て,ジ バ ー リ部 族 は 自 らを 「修道 院 の子 ど もた ち」 と

呼 ぶ のだ が,南 シ ナ イに 関 す る歴 史 書 や 聖 カ トリー ヌ修 道 院 の 文 書 な どで は,彼 らの

素 性 を描 写 す るの に 「奴隷 」 や 「農 奴 」 とい った 言 葉 が 使 わ れ る。 た とえば 中世 の 聖

カ ト リー ヌ修 道 院 文 書 に は,「 王 ユ ス テ ィニ ア ヌス は宣 言 す る。 子 々孫 々に い た る ま

で,彼 ら[=ジ バ ー リ部 族 コ は修 道 院 の奴 隷(ア ビー ド)と な り,修 道 士 に 従 うべ し。

神 が 地 上 に あ る全 て を再 び支 配 す る ま で変 わ る こ とな し。 彼 らが犯 せ しあや まち は,

修 道 士 の手 に よ って 戒 め られ,罰 せ らる るべ し」 とあ る(Bailey　 l985:34)。

　 ギ リシ アお よび エ ジ プ トに い た とされ る ジバ ー リ部 族 の祖 先 が,実 際 に 農 奴 あ るい

は 奴 隷 と規 定 で き る よ うな境 遇 に あ った か ど うか に つ い て は,残 念 なが ら拠 るべ き史
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料 もな くて よ くわ か らな い。 聖 カ トリー ヌ修 道 院 の文 書 に ジバ ー リ部 族 に 関す る文 章

が頻 出す る よ うに な るの は,十 四世 紀 か ら十 六 世 紀 に か け て で あ る。 後 述 す る よ うに

こ の時 期 に は,新 参部 族 が大 挙 して南 シナ イ にお しよせ て きた り,オ ス マ ン朝 の台 頭

に よっ て イ ス ラ ム世 界 全体 を め ぐる 国際 状 況 が 劇 的 に 変 化 した りした。 それ に応 じて

聖 カ トリー ヌ修 道 院 と ジバ ー リ部 族 お よび 他 の ア ラ ブ諸 部 族 を め ぐる南 シナ イ の地 域

内関 係 が 大 き く変動 した た め,こ の時 期 には ジバ ー リ部 族 の 起 源 と役 割 を再 確 認 す る

作 業 が 作 為 的 に 行 な われ た と思 わ れ る。 この た め ジバ ー リ部 族 を め ぐる聖 カ トリー ヌ

修 道 院 の 文 書 は,文 書 ご とにそ の扱 い方 が 微 妙 に 違 って い る。

　 ジバ ー リ部 族 と聖 カ ト リー ヌ修 道 院 の関 係 を 記 した 最 古 の もの は,ユ ス テ ィニ ア ヌ

ス1世 と同 時 代 人 だ った プ ロ コ ピ ウス の記 述 で あ り,ユ ス テ ィニ ア ヌス1世 が 修道

士 のた め の 教 会 とい っ し ょに 「た いへ ん 強 固 な 砦 」 を 建設 し,そ の なか に 「兵 士 た ち

の り っぱ な 駐 屯 地 」 を 設 け た,と 記 され て い る(Mayerson　 l978;Nandris　 l990:

52)。 また 西 暦 十 世 紀 に エ ウテ ィキ ウス が 著 わ したr年 代 記 』 で は,ジ パ ー リ部 族 の

祖 先 に 対 して 「家 内奴 隷(召 使)」 とい う表 現 を 使 って お り,「(ジ バ ー リ部 族 は)修

道 院 と修 道 士 た ち を警 護 し,彼 らの 生 活 物 資 を 供給 す る… …(彼 らが 集 ま り住 ん だ)

場 所 は 今 日Dir　 ol　Abidつ ま り奴 隷 の 修 道 院 と よば れ る」 と述 べ て い る(Mayerson

1978;Nandris　 1990:55)。 　Dir　ol　Abidの ア ビー ドとは 奴 隷 で あ り,ラ テ ン語 の訳 と

してservorumが あ て られ て い る。 これ と同 じ地 名 は残 っ て い な いが,最 有 力 の候 補

地 は 「奴 隷 の ワー デ ィ(澗 れ 谷)」 を意 味 す る ワ ーデ ィ ・ス ィバ ー イ ー エで あ る。 ジ

バ ー リ部 族 の伝 承 に よる と,彼 らが 最 初 に 住 み つ い た村 は こ こに あ った とい う。 さ ら

に エ ウ テ ィ キ ウス は,ジ バ ー リ部 族 が 「修 道 院 の 子 ど もた ち,あ る い は 奉 仕 者

(pueri【seu　servi】monasterii)」 と よば れ て い る,と 付 け くわ え てい る。 エ ウテ ィキ ウ

ス は ア レキ サ ン ド リア の総 司 教 に まで な った 人物 だか ら,彼 の記 述 に は 教 会側 の立 場

が 反 映 して い る と考 え ね ぽ な ら な い が,そ れ で も ジバ ー リ部 族 の祖 先 が 妻 子 を と も

な って家 族 単 位 で移 住 した こ とや,修 道 院 そ の他 の建 物 の建 設 に も関 わ った こ とな ど

か ら,移 住 当初 の彼 らは,血 縁 や 地縁 で結 ばれ た民 族 集 団 とい うよ りむ しろ,修 道 院

の警 護 と修 道 士 の身 辺 雑 事 の世 話 の 二 つ を基 本 的 役 割 とす る,様 々な 技 術 を も った人

び との集 団 で あ った よ うだ 。 お そ ら くそ の た め に,集 団維 持 シ ス テ ム と して の部 族 組

織 が未 熟 だ った と思 わ れ る初 期 の ころ は,彼 らの あ いだ で 内紛 が 絶 え な か った とエ ウ

テ ィキ ウスは 伝 えて お り,多 くの 人命 が失 わ れ た ら しい。

　 六 世 紀 の ビザ ンツ皇 帝 の 布 告 に よ り,聖 カ ト リー ヌ修 道 院 は ラ ク ダで三 日 と三 分 の

一 日分 の行 程 の範 囲 内 に あ る地 域 を主 権 の及 ぶ 場 所 と して 下 賜 され た が
,こ れ に よ っ
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て 実 質 的 に 南 シナ イ全 土 が 聖 カ トリー ヌ修 道 院 の 管轄 地 とな った 。 聖 カ トリー ヌ修 道

院 の 近 辺,シ ナ イ 山(モ ーゼ 山),ラ ー ハ平 原,ワ ーデ ィ ッデ イ ル,ジ ャバ ル ッデ イ

ルに お け る修 道 士 以外 の居 住 を 禁 じ,と くに ジバ ー リ部 族 に対 して は,聖 カ トリー ヌ

修 道 院 よ り徒 歩 で半 日以 上 は なれ た 場 所 に 住 居 を か まえ る よ う要 求 した 。 そ の上,家

や 農 園 を 作 る場 合 は聖 カ トリー ヌ修 道 院 側 の許 可 が必 要 だ った し,同 じ場 所 で増 築 す

る場 合 に も聖 カ ト リー ヌ修 道 院 へ の登 録 義 務 が あ った。 ジバ ー リ部 族 が イ ス ラ ム教 に

改 宗 して か らは,聖 カ ト リー ヌ修 道 院 の 許 可 が あ れ ぽ,モ ス クな どの 宗 教 施設 や 聖 者

廟 を 建 て る こ とが で きた が,そ の場 合 で も,聖 域 と して の キ リス ト教 的 風 景 を損 なわ

な い とい うの が必 須 条 件 だ った 。 また,農 園 の収 穫 物 の うち半 分 を 聖 カ トリー ヌ修 道

院 へ 強制 的 に献 納 して いた 。 こ の よ うな 隷 属 的 関 係 は,基 本 的 に 変 わ る こ とな く1967

年 に シナ イ半 島 が イ ス ラエル に よって 占領 され る ま で続 い て いた 。

　 ジ・ミー リ部 族 は聖 カ トリー ヌ修 道 院 に 隷 属 的 に奉 仕 して は いた が,修 道 士 た ち に し

て も,世 俗 的 な 日常 生 活 では ジ・ミー リ部 族 に依 存 せ ざ る を え なか った の で あ り,過 酷

な 自然風 土 を考 えれ ば,両 者 の あ い だ に 共 生 的 な 関係 が生 まれ て きた の は 自然 の成 り

行 きだ った だ ろ う。 そ の よ うな共 生 関 係 を 象徴 す る の が,聖 カ トリー ヌ修 道 院か らの

パ ンの配 給 で あ る。 トゥバ ー ラ とよば れ るパ ンに よる施 しは九 世 紀 ごろ は じ ま った と

言 わ れ て お り,現 在 で もか た ちを 変 え て 存 続 して い る。 エ ケ ソス タイ ソの 『シナ イ半

島 の歴 史』 に よれ ば,1393年 に は パ ンを 求 め る全 て の べ ドウ ィン と巡 礼者 に毎 日二 斤

分 の パ ンが 施 され た(Eckenstein　 1921:163)。1483年 に聖 カ ト リー ヌ修 道 院 を 訪 れ た

フ ェ リクス ・フ ァ ブ リは,八 十 人 か ら百 人 ほ どの べ ドウ ィ ソが 日 々の パ ンを分 け て も

ら って い る場 面 を 目撃 してい る し(Prescott　 1958:79),同 じ く1615年 に は ピエ トロ ・

デ ラ ・ヴ ァ レが,「 夜 に 到 着 す る と,門 は 閉 め られ て お り,何 百 人 とい うア ラ ブ人 が

壁 の 下 に テ ン トを 張 って,パ ンの 施 しを 乞 うて い た 」 と述 べ て い る(Ritter　 l　866:

173)。1658年 に ジ ャ ソ ・テ ヴノは 壁 の 外 で パ ンを求 め てわ め い て い る四 百人 以 上 のべ

ドウ ィ ンを 見 た(Eckenstein　 1921:178)。 聖 カ ト リー ヌ修 道 院 が 配 給 す る パ ンは 相 当

量 に の ぼ り,1920年 代 か ら30年 代 の 記 録 に よ る と(She且k　 1926:14;Jarvis　 l932:

230;Golding　 l937:131),成 人 男子 一 人 につ きパ ン五 斤,子 ど もは三 斤,と くに 族 長

に は 八 斤 とい う割 合 で あ った 。普 通 は一 日お きだ が,パ ソの配 給 が 毎 日 とい う年 もあ っ

た 。

　 これ らの パ ンの原 料 は エ ジ プ ト本 土 の ナ イ ル川 流 域 で収 穫 され た トウモ ロ コシで あ

り,聖 カ ト リー ヌ修 道 院 の 訪 問 者 た ち の 目撃 談 に よれ ぽ(Tischendorf　 l　851:112;

Palmer　 1871:61;Dobson　 l925:107;Golding　 1937:131),修 道 士 た ち が 食 べ て い る
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ものと比べても必ず しも上等ではなかったが,旱 魑 とそれに続 く飢鐘 という南シナイ

の過酷な気候条件に左右される不安定な食料事情を考えると,聖 カ トリーヌ修道院が

施すパンは文字どお り 「生命のパン」であった と言っても過言ではないだろう。その

意味で,隷 属的な境遇にあきたらぬジバーリ部族をつなぎとめる 「飴」であったと同

時に,と きには聖カ トリーヌ修道院側に反するジバーリ部族に対する 「鞭」 として利

用された。たとえば1920年 代に実際にあったことだが,ジ バーリ部族のある一家が聖

カ トリーヌ修道院所有の農園をむ りや り自家の農園にしてしまおうとした とき,修 道

院側は全部族民へ のパ ンの配給をやめて しまった(Field　 l952:92;Murray　 1935:

266)。 このときはエジプ ト政府の仲裁により修道院側の言い分を認めて一応はおさ

まったものの,ジ バー リ部族側の抵抗がはげしくて,修 道院による配給停止処分が効

を奏さなかったときもある。1958年 には,数 人の少女が妊娠 しているふ りを して,余

分にパソをもらお うとした事件が起 こった(Hobbs　 l995:147)。 聖 カ トリーヌ修道

院側は,パ ンの配給を受ける婦人はその配偶者 といっしょでなけれぽならないと要求

したが,そ れに対 してジバーリ部族側は,こ の要求は公的場面では男女は基本的に席

を同 じくしないという部族の社会慣行を無視 しているとし,要 求の撤廃を求めて族長

の号令のもと聖カ トリーヌ修道院で働 くジバーリ部族民のス トライキを行なった。聖

カ トリーヌ修道院側は要求をひっこめ,さ らに修道院で奉仕活動に従事する労働者を

人選する権限をジバーリ部族の族長にゆだねるところまで譲歩 した。1950年 代になっ

てエジプ ト政府は,小 麦粉 ・米 ・紅茶 ・砂糖 ・食料油などの生活必需品を支給すると

いう経済政策を南シナイ地域でも実施 したが,同 様の政策はイスラエル占領下でも続

行 され,「 パ ン」をめぐって培われた聖カ トリーヌ修道院とジバーリ部族の歴史的関

係は劇的に変化した。パソ配給は現在でも行なわれているが,そ れは日々の糧を施す

という意味ではな く,聖 カ トリーヌ修道院 とジバーリ部族の関係を象徴するための極

めて象徴的な行事となっている。 これを物語るかのように,ジ バー リ部族はかつての

パンをめ ぐる攻防をす っか り忘れ,む か しは部族民が望めぽいつでも欲 しいときに欲

しいだけ修道院からパンをもらえた という昔ばな しに してしまっているし,修 道士の

側でも,パ ンをこねる作業がジバーリ部族民と修道士のあいだで行なわれる唯一の共

同作業であるとして,両 者の幸福な共生時代を 「古き良き時代」となつか しむほどだ。

　 「パン」の配給にみる聖カ トリーヌ修道院とジバーリ部族の関係の変化は,も ちろ

ん一朝一夕にではなく,両 者が暮らすシナイ半島南部の社会変化にともなって徐々に

起こったものである。 とりわけ,イ スラム教勃興以後のアラブ諸部族の進入による地

域内社会関係の変化 と,近 代以降とくに二十世紀におけるシナイ半島をめ ぐる国際関
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係の変動と貨幣経済の導入による社会経済的変化が,大 きな影響をもっていた。

　聖カ トリーヌ修道院にとっては,ジ バーリ部族以外の他のアラブ諸部族 との友好関

係の維持は,彼 らの生活の支えであるジバーリ部族を含めた修道院の財産 と彼ら自身

の安全のために不可欠だったし,南 シナイでの政情不安定はエジプト当局からの政治

的干渉を招く結果になったか ら,地 域内に聖カ トリーヌ修道院の権威を徹底させてお

く必要があった。聖 カトリーヌ修道院へやって くる巡礼者たちの安全確保も重要では

あったが,ヨ ーロッパ ・キ リス ト教世界から財政的支援を得るためには,聖 カ トリー

ヌ修道院が野蛮な異教徒の国に位置することを強調 してお く必要があった。このため,

聖カ トリーヌ修道院文書をはじめ とする多 くの公式記録のなかには,ア ラブ部族民の

野蛮で残酷な略奪行為を必要以上に強調 している場合もあるのを忘れてはならない。

　一方のジバーリ部族 も,他 のアラブ諸部族との関係には気をつか った。身を守るた

めだけではなく,父 祖の地 とはまった く自然環境を異にする南シナイの砂漠に適応し

て生活しなければならなかったからである。聖カ トリーヌ修道院は,時 宜に応 じて特

定の部族と友好関係を結んだ り,部 族間の不和をあおった りという攻略的な動きを繰

りかえし,ジ バー リ部族もその中に巻き込まれていった。 しかし同様にジバーリ部族

の方でも,聖 カトリーヌ修道院の権威と周囲の諸部族間の関係をた くみに利用しなが

ら,聖カ トリーヌ修道院との関係も含めた社会的境遇を改善 しようと努めたのである。

2.5南 シナイ のべ ドウ ィン社会 とジバ ー リ部族

　 南 シナ イ に 住 む ベ ドウ ィ ン諸 部 族 は,ト ゥール(al-T亘r)の 地 名 に ち な ん で トワ ラ

(Tuwara)と 総 称 され,テ ィ ー(Tih)荒 野 に ち な ん で テ ィ ヤ ーハ(Tiyaha)と よぼ

れ る北 シナ イ の諸 部 族 と区 別 され て い る。 現在,ジ バ ー リ部 族 を 含 む シナ イ半 島 の べ

ドウ ィ ンは イ ス ラム教 徒 で あ る。

　 南 シナ イ の 山岳 地 帯 に は 現 地 語 で 「ナ ワ ー ミー ス」 と よぼ れ る,紀 元 前 四 千年 ごろ

の 住 居 跡 が残 って い る が,彼 らが どの よ うな系 統 の 集 団 だ った の か 詳 しい こ とは わ

か って い な い。 も っ とも,そ の 住 居構 造 は現 在 の 中近 東 に い る遊 牧 系 諸 集 団 の もの と

類 似 して い る ら しい。 フ ァラ オ時 代 に な る とセ ラー ビ ト ・ハ ーデ ムな どの 銅鉱 山 で は

古 代 エ ジ プ ト人 の 奴 隷 が働 き,モ ー ゼ の 率 い る ユ ダ ヤ人 集 団 が シ ナ イ の砂 漠 を さ ま

よ った。 古 代 エ ジ プ ト人 の 鉱 山 労 働者 が エ ジ プ ト文 字 を まね た 文 字 を 記 した のが 原 シ

ナ イ文 字 碑 文(Proto-Sinaitic　 Inscription)で あ り,現 在 の ロ ー マ字 系 ア ル フ ァベ ッ

トの起 源 と考 え られ て い る。 修 道 士 が モ ー ゼ 山周 辺 に隠 棲 しは じめ る三世 紀 ごろ ま で

に は,ワ ー デ ィ ・フ ェイ ラ ー ンを 中 心 に ナ パ テ ア系 の人 び とが 住 ん で い た こ とが 確 認
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され て お り,ナ バ テ ア語 の碑 文 や 彼 らが 造 った 水 利 施設 な どが現 在 も残 って い る。 聖

カ ト リー ヌ修 道 院 が建 て られ て ジバ ー リ部 族 が 移 住 して きた 六 世 紀 ごろ に は,ワ ー

デ ィ ・フ ェイ ラー ン周 辺 の住 民 の多 くは キ リス ト教徒 に 改宗 して いた ら しい 。 現 在 の

南 シナ イ に い る ア ラブ系 部 族 の うち,イ ス ラ ム以前 の住 民 の系 統 を 引 い て い るの は ハ

マ ー ダ部 族 の み で あ る。 ク リ ソ トン ・ベ イ リー の研 究 に よれ ば(Bailey　 1985),十 世

紀 以 後 バ ニー ・ワー シ ル部 族 が 南 シ ナイ に 移 住 した。 続 い て十 四世 紀 に は ア ワール マ

部 族 とア ウ ラー ド ・サ イ ー ド部 族 が エ ジ プ トの デ ル タ東 部 に あ るサ ー リ ヒーヤ地 区 か

ら東進 して,バ ニ ー ・ワー シル 部 族 を 追 い 出 す か た ち で南 シ ナ イ に移 住 した 。 また エ

レガ ー ト部 族 が ア カ バ 湾 の 方 か ら西 進 して ハ マ ー ダ部 族 を 追 い 出す か た ち で 移 住 し

た。前 者 の 二 部 族 は,十 六 世 紀 に 同 じサ ー リヒ ーヤ地 区か ら移 住 して きた ガ ラ ール シ ャ

部 族 と連 合 してサ ワー ル ハ部 族 連 合 を形 成 し,西 暦1600年 前 後 に エ レガ ー ト部 族 と覇

を きそ って大 き な戦 いを 起 こ した 。十 七 世 紀 に な る とア ラ ビア半 島 か らハ ル ブ部 族 系

統 の ム ゼ イ ナ部 族 が 南 シ ナイ に進 入 し,サ ワ ール ハ ・エ レガ ー ト間 の 戦 い で は,後 者

側 に立 っ て戦 った 。 現 在 の 南 シナ イ に お け る部 族 分 布 と部 族 間 関 係 は,こ の戦 い の結

果 で あ る。

　 南 シナ イ に移 住 して きた 当初 の ジバ ー リ部 族 は,伝 説 上 で 「パ ル パ ル」 と よば れ る

集 団 の襲 撃 か ら修 道 士 と 自分 た ち の生 命 を守 りなが ら過 酷 な 砂 漠 環 境 で生 き抜 くの に

必 死 で あ り,内 輪 もめ な ど もあ って部 族 の人 数 を減 ら して い った 。 そ の よ うな状 況 の

なか で ジバ ー リ部 族 は,ワ ーデ ィ ・フ ェイ ラー ン周 辺 の 先 住 民 だ った ナ パ テ ア人 や バ

ニ ー ・ワー シル 部 族 な ど との 日常 的 な接 触 を通 じて徐 々に ベ ドウ ィ ン的 な部 族 組 織 や

生 活 様 式 を 学 ん だ と思 わ れ る。 彼 らの言 語 につ い て も,移 住 当 初 は俗 ラテ ン語 の一 方

言 を話 して い た ら しい が,ア ラ ビア語 を話 す ア ラブ部 族 と接 触 す る よ うに な っ てか ら

比 較 的 早 い 時 期 に ア ラ ビ ア語 化 した ら しい。

　 ジバ ー リ部 族 の伝 承 に よれ ぽ,第 二 代 カ リフ ・ウ マル が シナ イ半 島 の全 住 民 に イ ス

ラ ム教 へ の 改 宗 を要 求 した さい,威 圧 的 な聖 カ トリー ヌ修道 院 か ら少 しで も独 立 す る

た め に 喜 ん で ム ス リムに な った者 もいた とされ る。 しか し,実 際 の 改宗 は それ ほ ど 自

発 的 で は な く,聖 カ トリー ヌ修 道 院 の記 録 に よれ ぽ(Eckenstein　 1921:137),西 暦 八

世 紀 初 頭,ウ マ イ ヤ朝 カ リフ ・ア ブ ド ゥル ・マ リクの治 世 に,ム ス リム軍 が 聖 カ トリー

ヌ修 道 院 を攻 撃 し,抵 抗 す る ジバ ー リ部 族 の 多 くを 殺 して 改宗 を強 要 した とい う。 ジ

パ ー リ部 族 の な か に は改 宗 に応 じる者 もい た が,多 くは 山 中 に逃 げ 込 ん で難 を逃 れ よ

うと した 。 改宗 よ りは死 を選 び,妻 子 を 道 つ れ に 自害 した者 さえ い た。 十 四 世 紀 に な

る とサ ワ ール ハ 系 部 族 や エ レガ ー ト部 族 の 侵 入 に よ って 南 シ ナ イ の 勢 力 地 図 が 変 化

502



西尾　 　中東 イス ラム世界 におけ る 「聖者」発生の社会的 ・認識 的 メカニズム

し,さ らに 十 六 世 紀 に オ ス マ ン朝 の エ ジ プ ト占領 に よ る国 際 状 況 の変 化 が起 こる と,

そ の機 に 乗 じて ジバ ー リ部 族 は隷 属 的 身 分 の改 善 を 公 然 と要 求 しは じめ た。 伝 承 に よ

れ ば,1517年 に オ ス マ ン朝 の ス ル タ ン ・セ リム1世 に対 して,ス ル タ ンが ジ パ ー リ

部 族 を 聖 カ トリー ヌ修 道 院 の修 道 士 へ の奴 隷 状 態 か ら解放 して くれ る の な らぽ,直 ち

に イ ス ラム 教 に 改 宗 す る とい う 旨の 請 願 書 を送 った と され る。 セ リム1世 は請 願 を

無 視 し,改 宗 を厳 命 した だけ で あ った 。 さ らに 聖 カ ト リー ヌ修 道 院 の文 書 に よれ ば,

スル タ ソは ジ バ ー リ部 族 の尊 大 な振 る舞 い の 戒 め と して,毎 年 ラ ク ダ百 頭 分 の 穀 物 を

エ ジ プ トか ら メ ッカへ 運 ぶ よ う命 じた が,修 道 院側 の と りな しでそ の 懲 罰 は と りさげ

られ た と伝 え て い る。 そ の後 も ジバ ー リ部 族 の 改宗 は なか なか 進 まず,ス イ ス 人 探検

家 プル クハ ル トが 聞 いた と こ ろで は,ジ バ ー リ部 族 最 後 の キ リス ト教 徒 は,十 八世 紀

の 中 頃 に亡 くな った 一 女 性 で あ った(Burckhardt　 1822:567)。 た だ し,1821年 に何

人 か の ジバ ー リ部 族 に 洗 礼 を 授 け た とい う記録 もあ る(Ritter　 1866:241)。 ジ・ミー リ

部 族 は イ ス ラ ム教 に改 宗 して も,比 較 的近 代 ま で キ リス ト教 的 な儀 礼 を行 な って い た

ら し く,現 在 で もそ の 残 津 が彼 らの信 仰 の なか に色 濃 くみ られ る。

　 十 五 世 紀 か ら十 六 世 紀 に か け て は新 た な部 族 が 南 シナ イ に 進 入 し,先 住 部 族 と領 地

を め ぐっ て紛 争 が 絶 え ず,地 域 情 勢 全 体 が 不 穏 だ った こ と もあ り,聖 カ ト リー ヌ修 道

院 文 書 に は べ ドウ ィンの襲 撃 に関 す る記 述 が 頻 出 す る よ うに な る。 ジバ ー リ部 族 が 聖

カ トリー ヌ修 道 院 に対 して,あ わ よ くば 自 由の 身 に な ろ うとす る態 度 を見 せ た の で,

聖 カ トリー ヌ修道 院 は ス ル タ ンに援 助 を 求 め た 。 この 時,警 護 の名 目で エ ジ プ トか ら

聖 カ ト リー ヌ修 道 院 に 派 遣 され て きた ム ス リムの 兵 士 た ち が,現 在 の ア ウ ラー ド ・

ジ ュ ンデ ィ ーの祖 先 で あ る。 また,反 抗 的 な ジバ ー リ部 族 に本 来 の隷 属 的 な 身 分 を再

確 認 させ る 目的 で,ジ バ ー リ部 族 の 起 源 や 彼 ら と聖 カ ト リー ヌ修 道 院 の 関 係 を 明 言 す

る文 書 が,こ の時 期 には た くさん 著 わ され た 。 た だ し一 方 で,聖 カ トリー ヌ修 道 院 は

ジバ ー リ部 族 を警 護 す るた め,サ ワール ハ部 族連 合 に属 す る ア ワール マ部 族,正 確 に

は そ の な か の マ ハ ー ス ナ支 族 と契 約 を 結 び,そ れ とひ きか えに,ワ ーデ ィ ・フ ライ ア

に あ った修 道 院 所 有 の農 園 を マ ハ ース ナ 支族 に与 え て い る。 名 目上 に で は あ る が,こ

の 関 係 は現 在 ま で続 い て い る。

　聖 カ ト リー ヌ修 道 院 は 物 資運 搬 路 と巡 礼 路 確 保 のた め の 戦 略 と して,ジ バ ー リ部 族

以 外 の有 力部 族 とも保 険 的 契約 を結 ばね ぽ な ら なか った 。 これ らの部 族 は 「番 人 」 と

い う意 味 の ガ フ ィール とい うア ラ ビア語 で よば れ るが,聖 カ ト リー ヌ修 道 院 との 関 係

が 公式 の契 約 に よ って い る点 で,ジ パ ー リ部 族 とは 根 本 的 に 異 な って い る。聖 カ トリー

ヌ修 道 院 は 諸 部 族 間 の 関 係 を巧 み に利 用 しなが ら,そ の時 々の情 勢 に 応 じて,契 約 を
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結ぶ部族や支族を取 り替えてきた。一方,諸 部族にとっても,南 シナイの権威の象徴

である聖カ トリーヌ修道院と関係を結ぶことは,経 済的に重要であるのはもちろん,

部族間関係を優位に展開させるうえでも極めて大切だった。

　ガフィール(番 人)と して聖カ トリーヌ修道院と雇用契約を交した部族は,修 道院

からパ ンや現金を受け取 った り,生 活物資 と巡礼者の輸送を請け負って一定量の現物

支給を受けた りしたが,聖 カ トリーヌ修道院 とその物資供給路を他部族の攻撃か ら防

御する義務を負 うことにな り,何 らかの損失があった場合には,そ の埋め合わせを し

なけれぽならなかった。ジバーリ部族も輸送の仕事にたず さわ っていたが,聖 カ トリー

ヌ修道院から受ける手数料としての現物支給は,輸 送物資の十二分の一 と決められて

お り,他 のガフィール諸部族が受け取る割合の方が多かった。ただし,巡 礼者や旅行

者を聖カ トリーヌ修道院の近 くまで輸送する権限をもっているのはジバーリ部族だけ

であ り,修 道院側は巡礼者や旅行者たちがジバーリ部族に頼んだ仕事に対 しては,ジ

バー リ部族からの申告にもとついて支払いをしなけれぽならなかった。

　各時代のエジプ ト当局は南シナイにおける聖カ トリーヌ修道院の地位を公認 してき

たか ら,隷 属的な境遇にあまん じていたジバー リ部族にとっても,聖 カトリーヌ修道

院は拠 り所 となった。自分たちの弱い立場を権威づけ し,他 部族と有利な関係を結ぶ

ためである。同様に,ジ バーリ部族以外の他の南シナイの諸部族にとっても,聖 カ ト

リーヌ修道院は経済的基盤の一つであると同時に,部 族抗争において調停役を果た し

た り,自部族の主張の正当性を権威づける存在でもあった。この意味では,聖 カ トリー

ヌ修道院に残る契約文書は,契 約締結時の南 シナイの部族社会を研究す るうえでの一

級の史料である(松 田1998)。 さらに,ジ バー リ部族を含む現存の南シナイ諸部族は

たがいに利害関係で結ぼれているため,修 道院に残る諸契約書は,自 部族の権益の正

当性を主張するための証拠文書ともなる。たとえぽ1988年,二 百五十人ものアウラー

ド・サイー ド部族が,予 告もなしに聖 カ トリーヌ修道院を訪問 した(Hobbs　 1995:

158)。 モーゼ山周辺の観光ガイ ドはジバー リ部族の専任だったのだが,彼 らはある文

書を拠 り所に,自 分たちにもガイ ド役をまわす よう要求 したのである。結局,両 者は

聖 カトリーヌ修道院の大司教に裁定をゆだね,大 司教は修道院所蔵の文書を両者の前

でひもとくと,聖 カ トリーヌ周辺の仕事はすべてジバー リ部族にゆだねられていると

判断 した。二百年前に書かれたその文書には,聖 カ トリーヌ修道院の入 り口付近でア

ウラー ド・サイー ド部族の人間がある修道士を殺害 したため,そ れまではアウラー

ド・サイー ド部族のものであった問題の権益を剥奪 したと明記されていたのである。
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2.6聖 カ トリー ヌ修 道 院を め ぐる他部族 との関係

　 この よ うに,南 シナ イ の歴 史 を通 じて聖 カ トリー ヌ修道 院 は,富 を もた らす 経 済 的

支 柱 で あ る と同 時 に裁 き を くだす 精 神 的 支 柱 と して の権 威 を増 してゆ き,や が て 南 シ

ナイ 諸部 族 は 民俗 的信 仰 の対 象 と して 修 道 院 を と らえ る よ うに な った 。 南 シ ナイ の 砂

漠 環境 の な か で耕 作 し遊 牧 してい る人 び とが最 も関心 を持 つ 事 柄 は 「雨 」 で あ り,か

つ て の南 シナ イ の遊 牧 民 た ちは,聖 カ トリー ヌ修 道 院 の修 道 士 は 雨 を 降 らせ る こ とが

で き,旱 魑 が続 く'のは 彼 らがそ の能 力 の行 使 を 拒 ん で い るか らだ と考 え て い た(Burk-

hardt　 1822:568)。 エ ドワー ド ・H・ パ ー マ ーは 次 の よ うに書 い て い る。

　 かつ て シナイ山頂 で神がモ ーゼに啓示 した 『律法 の書』 が山頂にあ り,そ の周囲では四

十 日間,昼 だ け雨が 降る と,次 の四十 日間は夜だけ雨が降 る とい う具 合だ った。 しか し修

道士だ ちは アラブ人 に対 してさ らに大 きな力をふ るお うと して,そ の神秘 の書を山か らお

ろ して しまった。 この書は石に刻 まれてお り,教 会堂(バ ーニソグ ・ブ ッシュ ・チ ャペル)

の壁 のなかに これ を安置す ると小 さな窓をつけ,時 に応 じて,そ の姿が見え るよ うに した。

雨が降ってほ しい と思 えば,そ の窓をあけ るだけです ぐに雨が降 った し,同 じよ うに して,

風 や嵐や イナ ゴをこの土地に呼び寄せ ることができた(Palmer　 1871:66)。

　 ジバー リ部族 と聖カ トリーヌ修道院との共生的な関係の環は,出 自伝説ではバルバ

ルと総称された外敵の突然の侵入や,シ ナイ半島の先住民との日常的な交渉によって

は,質 的な変化を うけなかった。しかし十六世紀以降,エ レガー ト部族,ア ウラー ド・

サイー ド部族,ム ゼイナ部族などの有力部族が南シナイに進入してくると,地 域の安

定を望む聖カ トリーヌ修道院,少 しでも聖 カ トリーヌ修道院か ら自由にな りたいジ

バーリ部族,聖 カ トリーヌ修道院をめ ぐる利益を享受 したい他の諸部族の三者の思惑

が入 り乱れ,聖 カ トリーヌ修道院 とジバーリ部族の共生関係は構造的に変化せざるを

えな くなった。聖 カトリーヌ修道院は巧みな戦略を駆使 して特定部族と契約をむすん

だ。彼らにガフィール(警 護者)の 役をあたえて,聖 カ トリーヌ修道院への労働 とジ

バーリ部族への友好をとりつけたのである。ジバー リ部族の方は,ガ フィールになっ

た部族 との連携を深めながら聖カ トリーヌ修道院との関係改善を求めるようになっ

た。 こうしてジバーリ部族と聖 カ トリーヌ修道院の関係は,奴 隷労働的なものか ら契

約にもとつ く労働奉仕的なものへと変化 していった。このような関係を成立 させる直

接の原因 となったのは,南 シナイとい う地域内部における集団間関係の変化であるが,
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その背後にはオスマソ帝国の成立 とそれにともな うシナイ半島をめぐる国際情勢の変

化があった6)。

2.7　 ジバ ー リ部 族 と他部 族 との関 係

　 現 在 は と もか く,か つ て の ジパ ー リ部 族 は 他 部 族 や 外 国 人 に娘 を嫁 がせ る こ とは 決

して なか った し,ム ゼ イ ナ部 族 の よ うに頻 繁 に他 部 族 と通 婚 して い た部 族 は何 事 に お

い て も信 用 しな か った 。 た だ し,南 シナ イ の諸 部 族 か ら不 信 あ るい は軽 蔑 の念 を も っ

て なが め られ て きた の は ジバ ー リ部 族 の方 で あ り,そ の傾 向 は依 然 と して 残 って い る。

ジ バ ー リ部 族 は,純 粋 な ア ラ ブの べ ドウ ィ ンでは ない 「雑 種 」 とみ な され,侮 蔑 的 な

意 味 を こめ て 「ナザ レ人 の 子 ど もた ち 」 と よば れ て い る。1950年 代 に シナ イ半 島の 人

類 学 的 調 査 を 行 な った ヘ ン リー ・フ ィー ル ドが,ア ウ ラ ー ド ・サ イ ー ド部 族 の シ ェイ

ブ(族 長)か ら聞 い た と ころ に よ る と,ジ バ ー リ部 族 は ル ー ミー(ギ リシア人)で,

不 信 心 な キ リス ト教 徒 な の だ か ら,純 粋 な べ ドウ ィ ンな ら彼 らの 娘 と結 婚 した い とは

思 わ な い とい う(Field　 l952:129)。 ジ バ ー リ部 族 が 毛 嫌 い す る ム ゼ イ ナ部 族 は,今

で も ジバ ー リ部 族 を 「フ テ イ ム(Hiteim)」 の集 団 に色 分 け して 蔑 視 の 対 象 と して い

る(Murray　 l935=268;Hobbs　 l995:142)。

　 と ころ で,ム ゼ イ ナ部 族 が ジバ ー リ部 族 を さ して呼 んだ 「フ テ イ ム」 とは い った い

何 だ ろ う。実 は フテ イ ム とい う集 団 につ い ては,言 葉 の 由来 も含 め て 実 体 が よ くわ か っ

て い な い 。G・W・ マ レーは シナ イ半 島 を含 む エ ジ プ トの遊 牧 民 の系 譜 関 係 を 調 査 し

た 『イ シ ュマ エ ル の子 ど もた ち』 の な か で,エ ジ プ トの遊 牧 民 を 六 つ の 系統 に分 類 し

て い る(Murray　 1935:33-34)。 第 一 の カ テ ゴ リーは,最 初 期,つ ま り西 暦 七 世 紀 に

は じま るア ラブ の大 征 服 活 動 の波 に の って や って きた ア ラブ部 族 の 子 孫 と考 え られ る

集 団 で あ る。 第 二 代 カ リフ,ウ マル に よ って 派遣 され た ビ リー部 族 や ジ ュヘ イ ナ部 族

と系 譜 上 関 係 の あ る諸 部 族 や,南 シ ナイ で の 最 古参 とみ な され て きた バ ニ ー ・ワー シ

ル部 族 が この カテ ゴ リー には い る。 そ れ らの部 族 に伝 承 され る系 譜 を 信 じるな らぽ,

彼 らは ア ラ ブ ・ア ル ア ー リバ とよぼ れ る系 譜 に 属 す る。

　 残 る五 つ を 列 記す る ま え に,ア ラ ブ世 界 で 古 来 か ら伝 承 され て きた部 族 系譜 を簡 単

に 述 べ て お こ う。 それ に よ る と,す べ て の ア ラ ブ部 族 は(1)ア ラ ブ ・ア ル バ ーイ ダ,

(2)ア ラ ブ ・ア ル ア ー リバ,(3)ア ラブ ・ア ル ム ス タ ア リバ の三 つ に区 分 され る。

最 初 の ア ラ ブ ・ア ル バ ーイ ダ とは,「 失 わ れ た ア ラ ブ」 を 意 味 して お り,具 体 的 には

『コー ラ ソ』 の な か で神 の怒 りに触 れ て 滅 ぼ され た と され て い る ア ー ド族 や サ ムー ド

族 を 指 す 。 ア ー ド族 や サ ム ー ド族 は実 在 した 民 族 集 団 で あ り,現 在 で も ア ラ ビア半 島
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北 部 か らパ レス チ ナ,シ リア にか け て彼 らの 残 した碑 文 が数 多 く見 られ る。 次 の ア ラ

ブ ・アル ア ー リバ とは,「 真 の ア ラ ブ」 を意 味 して お り,も とも と は南 ア ラ ビア つ ま

りイ エ メ ンー 帯 に居 住 して いた ヤ マ ン族 と も よぼ れ る南 ア ラブの 民 で,カ フ タ ー ンを

祖 とす る。 マ レー の い う第 一 の カ テ ゴ リーは これ に あ た る。 最 後 の ア ラ ブ ・ア ル ムス

タア リバ とは,「 ア ラ ブ とみ な され る よ うな ア ラ ブ」 を意 味 して お り,カ イ ス族 とも

よば れ る北 ア ラ ブ の民 で,ア ドナ ー ンを祖 とす る。 ア ラブの 系 譜 学 で は,カ フタ ー ン

が 旧約 聖 書 『創 世 記 』 に 登場 す る ヨ クタ ンに比 定 され,ア ドナ ー ンが イ シ ュマ エ ル の

子 孫 とい うこ とに な って い る。

　 南 北 ア ラ ブは 古 来 か ら異 な った文 化 圏 を 構 成 して い た ら し く,歴 史 の檜 舞 台 に い ち

は や く登 場 す るの は南 ア ラ ブの方 だ った 。 南 ア ラ ブ系 統 の 人 び とは紀 元前 八 世 紀 頃 か

ら ア ラ ビ ア半 島 南部 に サ バ(シ バ)の 女 王 で 有 名 な 古 代 南 ア ラ ビア王 国 を建 設 した7も

「幸 福 の ア ラ ビア」 とい う聖 書 中 の別 名 の とお り,南 ア ラ ビア王 国 は イ ン ド洋 と東地

中 海 を結 ぶ 中継 貿 易 で富 み 栄 えた 。 西 暦 四 世 紀 に な る と,サ サ ソ朝 ペ ル シ ア帝 国 の侵

入 な ど が原 因 と な って 南 ア ラ ビア 王 国 は 滅 び,南 ア ラ ブの 一 部 の 人 び とは 遊 牧 民 と

な って北 方 へ 移 住 した 。

　 南 ア ラブが 歴 史 の舞 台 か ら消 え るの と期 を 同 じ く して,北 ア ラ ブが 登場 して きた。

北 ア ラブは 紀 元 前 九 世 紀 の ア ッカ ド語碑 文 に ア リビ とい う名 前 で 登場 し,ヘ レニズ ム

時 代 には ナバ テ ア王 国 や パ ル ミラ王 国 を建 設 して ロー マ帝 国 とペ ル シ ア帝 国 の 中継 貿

易 を独 占 した 。

　 J・ ス テ トケ ビ ッチ が 著 わ した最 近 の研 究 書 『ム ハ ンマ ドと金枝 』 は,サ ム ー ド族

の滅 亡 を め ぐる ア ラ ブの伝 承 を あ つか っ て い る。 これ に よ る と,ア ラ ブ ・ア ルバ ーイ

ダつ ま り失 わ れ た ア ラ ブ と よぼれ たサ ム ー ド族 が 滅 び た の は,彼 らの生 業 形 態 が 変 化

した た め だ った。 牧 畜 民 で あ った サ ム ー ド族 は 他 の ア ラ ブ遊 牧 民 同様,ラ クダ依 存 型

の 自給 自足経 済 で暮 ら して いた のだ が,陸 路 に よ る遠 距 離 貿 易が 興 隆 す る と運 搬 用 の

ラ クダを供 給 す る役 割 を担 うよ うに な った。 ナ バ テ ア王 国や パ ル ミラ王 国 が 滅 亡 して

ラ ク ダ供 給 シス テ ムが 不 必 要 に な る と,サ ム ー ド族 も周 囲 の社 会 経 済 的 な 変 化 に 対応

で きず に滅 び て しま った 。 言 い か え れ ぽ,ア ル ヒジ ュル とい う北 部 ヒジ ャ ーズ地 方 の

都市 を 中心 に栄 えた サ ム ー ド族 の 富 は,ラ ク ダを生 活 全 般 の拠 り所 とす る砂 漠 の 自律

的遊 牧 民 社 会 と,ラ ク ダを 荷 役 の た め の 消費 財 とみ なす 貿 易 都 市 社 会 とい う異 な った

経 済 シス テ ムを 仲 介 す る こ とで成 立 して いた 。 西 暦 二 世 紀 か ら五 世 紀 に か け て ア ラ ビ

ア半 島北 部 と くに ヒ ジ ャ ーズ地 方 で は,定 住 民 の遊 牧 化 とい う大 規模 な社 会 変 化 が 起

こ り,サ ム ー ド族 は経 済 的基 盤 と民 族 的 ア イ デ ンテ ィテ ィーを失 って姿 を消 した の で
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あ る8も

　 ナ バ テア 王 国 な どの滅 亡 に象 徴 され る社 会 経 済 的 変 化 は,進 行 しつ つ あ った 定 住 民

の 遊 牧 民 化 に拍 車 をか け,や が て ア ラ ビ ア半 島 全 体 で遊 牧 生 活 が 支 配 的 に な って い っ

た9も イ ス ラ ム勃 興 直 後 の ウ マ イ ヤ朝 期 に は遊 牧 民 的 気 風 が 残 存 して お り,北 ア ラ ブ

と南 ア ラ ブ とい う系譜 上 の区 別 は,政 治 や 社 会 の 分 野 で依 然 と して重 要 な意 味 を も っ

て い た 。 しか し都 市 型 文 化 が 燗 熟 す る ア ッバ ース朝 期 に な る とそ うで も な くな り,む

しろ,遊 牧 民 か定 住 民 か とい うこ との方 が 重 要 な 指標 とな った。

　 南 ア ラ ブ系 の部 族 は始 祖 の名 に ち なん で カ フ タ ー ニ ーヤ と総 称 され,北 ア ラ ブ系 の

部 族 は 同 様 に ア ドナ ー ニ ー ヤ と総 称 され る。 も っ と も地域 社 会 で は これ らの 名称 は ほ

とん ど形 だ け の もの とな っ て い る。 周 知 の とお り,ア ラ ブに は 日本 で い う姓 に あ た る

もの が な く,個 人 の名 は 「誰 そ れ の息 子 」 と して あ らわ され る。 何 代 も まえ の 祖 先 ま

で 次 々 と さか の ぼ って 「寿 限 無,寿 限 無 」 の よ うに延 々 と名前 が続 く場 合 もめ ず ら し

くな い 。 伝 承 上 の始 祖 の名 前 が 最 後 に くる こ と もあ り,そ の場 合 には 先 述 の 始祖 名 が

使 わ れ るの だ が,い ず れ にせ よ形 式 的 な もの で あ る。 そ うは言 って も,南 ア ラ ブあ る

いは カ フ タ ー ニ ーヤ とみ な され る こ と,つ ま りア ラ ブ ・ア ル ア ー リバ であ る真 の ア ラ

ブの 血 統 を 引 くとい うの は部 族 の ス テイ タ ス ・シ ソボ ル ら しい。 北 ア フ リカ,と くに

サ ハ ラ以 南 の 地域 に居 住 す る ア ラブ系 遊 牧 民 は,自 分 た ち は も と も とイエ メ ン出 身 だ

と強 硬 に 言 い 張 った りす る。 また,南 シ ナイ の ムゼ イ ナ部 族 は古 代 ア ラ ブの 高 貴 な血

統 に つ な が る ア ラ ブ ・ア ル ア ー リバ に属 す る部 族 と して一 目お かれ て お り,部 族 間 問

題 の調 停 な どで は 大 きな発 言 力 を持 って い る。 しか し,彼 らが南 シ ナ イに 移動 して き

た のは 比 較 的 最 近 な の で あ る。

　 G・W・ マ レーがrイ シ ュ マエ ル の 子 ど もた ち 』 で あ げ た 一 番 目の カテ ゴ リーに属

す る エ ジ プ トの 遊牧 民部 族 が,い ま述 べ た ア ラ ブ ・ア ル ア ー リバ とみ な され る部 族 で

あ る。 第 二 の カテ ゴ リー に属 す る のは,ア ドナ ー ンを 始祖 とす る北 ア ラ ブ系部 族 で あ

り,ア ラ ブの 伝 統 的 な 系譜 学 で は ア ラ ブ ・アル ムス タア リバ に属 す る人 び とで あ る。

本 の タ イ トル に もな って い る イ シ ュマ エ ルの 子 ど もた ち とは,彼 らを 指 して い る。 現

在 の エ ジ プ トの 遊 牧 民 の大 多 数 を 占め て お り,南 シナ イ の遊 牧 民 部 族 もほ とん どが こ

の カ テ ゴ リーに 属 す る。 第 三 番 目が い ま問 題 に して い る フテ イ ム であ る。 彼 らは追 放

され た ア ラブ人 集 団 で あ り,他 の カ テ ゴ リーに 属 す る部 族 とは婚 姻 関 係 を 結 ぽ な い。

フテ イ ムは シナ イ 半 島 や エ ジ プ トの ナ イ ル 流 域 に 広 く散 らぼ っ て居 住 して い た ら し

い。 ただ しエ ジ プ トの 西部 砂 漠 以 西 には いな い よ うだ 。 第 四番 目は 十 一 世 紀 ごろ ア ラ

ビア半 島か ら北 ア フ リカに大 移 動 して きた バ ニ ー ・ス ライ ム部 族 の系 統 に 属 し,エ ジ
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プ トの 西 部 砂 漠 一 帯 に居 住 す る部 族 で あ り,現 在 で は 多 くが農 民 とな って い る。 第 五

番 目は ア ラ ブ とは 異 な る ベ ル ベ ル系 諸 部 族 で あ り,第 六 番 目 もア ラ ブ とは 異 な る ナ イ

ル ・サ ハ ラ系遊 牧 部 族 で あ る。 彼 らは ア ラ ブ侵 入 以 前 か らの先 住 民 で あ り,ベ ジ ャな

どが こ こに 含 まれ る。

　 マ レーは,ジ バ ー リ部 族 が周 囲 の ア ラ ブ遊 牧 民 か ら フテ イ ム とみ な され て蔑 視 の 対

象 と な っ て お り,お 互 い に婚 姻 関 係 を結 ば な い と述 べ て い る(Murray　 1935:268)。

同 書 中 に は フテ イ ム と して た くさ ん の部 族 名 が あ が って い るの だ が,そ れ らの部 族 と

歴 史 的 由 来 の は っ き りして い る ジバ ー リ部 族 のあ い だ は もち ろ ん の こ と,他 の フ テ イ

ム諸 部 族 ど う しの あ い だ に も何 らか の系 譜 関 係 が あ る とは と うて い思 え な い。 フ テ イ

ムの 居 住域 は ヒジ ャー ズか らシ ナ イ,エ ジ プ トまで 広 くまた が ってお り,部 族 とい う

よ りは 一 支 族 あ るい は家 族 程 度 ま で人 数 規 模 も さ ま ざ まで あ る。 顔 だ ちや 服 装,さ ら

に 生 活 習慣 も含 め,見 か け は普 通 の ア ラ ブ部 族 と見分 け が つ か な い。 しか しほ とん ど

の 場 合,周 囲 の ア ラブ部 族 は フテ イ ム集 団 を 蔑 視 して お り,婚 姻 関 係 を 結 ぶ こ とは な

い 。 南 シナ イ で は,他 部 族 の人 間 が フ テ イ ムに 属 す る人 間 に 危害 を加 えた 場 合,相 手

が 成 人 男 性 で あ った と して も,女 性 や 奴 隷 に 対 す るの と同 じだ け の罰 を 受 け るだ け で

よか った 。 北 シナ イ で は,フ テ イ ム は邪 悪 な臭 気 を 発 す る と され てほ とん ど人 間 あつ

か い され て い な い。 フテ イ ム とい う言 葉 自体 も侮 辱語 と して使 用 され,フ テ イ ム で な

い 人 間 を フテ イ ム よばわ りす れ ば,罰 金 を 払 った うえ に 白い 石塚 を立 てね ば な ら な い

と され て い る。 マ レー に よれ ぽ,フ テ イ ムは 何 らか の理 由 で元 の部 族 か ら追 放 され て

アイ デ ンテ ィテ ィー と独 立 性 を喪 失 し,生 存 の た め に地 域 の支 配 部 族 に貢 献 せ ね ば な

らな くな っ た よ うな,は ぐれ 集 団 を 指 して い る と い う(Murray　 l935:268-269)。 し

た が って,も と も とア ラブ では なか った 人 び とが フテ イ ムに な る場 合 は まれ で あ り,

宗 教 的 な違 い が原 因 で もな い よ うだ。 た とえ ば,ヒ ジ ャ ーズ地 方 に住 む マ アザ 部 族 連

合 の な か に は,か つ て は キ リス ト教 徒 で あ った と推 定 され る バ ニー ・サ ブ トと よば れ

る一 支 族 が 入 って い る が,彼 らは フ テイ ムで は な い し,差 別 の 対 象 に もな って い な い。

エ ジ プ ト以 西 の マ グ リプ地 方 で は フテ イ ム と よば れ る集 団 は存 在 せ ず,イ ス ラム教 に

改 宗 した ベ ル ベ ル系 部 族 もそ の カ テ ゴ リーに は 入 らな い。

　 奇 妙 な こ とだ が,フ テ イ ム と よぼ れ る集 団 は 必 ず し も蔑 視 の対 象 に な って い るだ け

で もな い。 た とえ ぽ,ヒ ジ ャー ズ地 方 に 住 む フテ イ ムの なか には 狩 猟 の 名 手 と して一一

目お か れ て い る集 団 もあ る。 また,シ ャ ラ ラ ー ト部 族 は ラ ク ダ飼 養 の技 術 にす ぐれ て

い る こ とで知 られ て お り,彼 らが 育 て た ラ ク ダは独 特 の黄 色 がか った 色 を して い て シ

ナイ 半 島 で もお 目にか か る。 フ テ イ ムの な か に は,遊 牧 生 活 を放 棄 あ る いは 放 棄 せ ざ
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る を え なか った と思 わ れ る もの もあ る。 た とえ ば ス レイ ブ部 族 は,ロ バ 以 外 の 家 畜 を

持 たず,狩 猟 の み で 生 計 を た て て い る。シ ャラ ラ ー ト部 族 な どは 有 力 な大 部 族 で あ り,

ま わ りの どの部 族 に依 存 す るわ け で もな くほ とん ど独 立 した 部 族 で あ るの だ が,周 囲

は彼 らが フテ イ ム で あ った とい うこ とを忘 れ たわ け で は な い。 一 た ん フテ イ ム と色 分

け され た が最 後,ど こ ま で もそ の 名 が つ い て まわ るの だ ろ う。 各 地 に 分 散 して 住 む フ

テ イ ム の なか に は,か つ て は 同一 集 団 に属 して い た の で は な いか と推 量 で き る もの も

い る。 シ ャ ラ ラー ト部 族,上 エ ジ プ トか らス ー ダ ンに い る ズ ベ イ デ ィー ヤ部 族,フ ァ

フ ジ ャー ト部 族 な どは,ラ ク ダに 押 す ワス ムの記 号 が た が い に酷 似 して お り,系 譜 上

関 係 が あ る のか も しれ な い。

　 シナ イ半 島 の フテ イ ム部 族 に は,半 島 の 南端 の 岬,シ ャル ム ・シ ェイ ブの 近 くに 住

む ラ シ ャー イ デ部 族,カ テ ィアの ナ ツ メヤ シ地 帯 に住 む ダ ワー グラ部 族,北 シナ イ の

テ ィヤ ー ハ ー系 部 族 にか こ まれ て ヒラ ール 山 に住 む オ レイ ナ ー ト部 族 な どが い る。 さ

らに エ ジ プ ト本 土 に は,ア シ ュー トの 近 くに ムテ イ ル と よば れ る フ テ イ ム支 族 が い る

し,上 エ ジ プ トの ケ ナ とキ フ トの 町 の 周辺 に は,ア ザ ーイ ザ と クザ ーイ ザ と よば れ る

二 つ の フテ イ ム支 族 が い る。 先 に あ げ た ラ シ ャ ーイ デ部 族 の分 派 は,南 の アイ ザ ー ブ

や サ ワー キ ン付 近 に もい る ら しい 。 エ ス ナ近 郊 の ナ イ ル 川 の 西 岸 に 定 住 す る ア ワー

ズ ィ ム部 族 も フテ イ ム とみ な され るが,彼 ら も ヒ ジ ャ ーズ に住 む 同名 の 著 名 な フテ イ

ム部 族集 団 の分 派 で あ る。

　 フテ イ ム とは,同 じ血 統 を 継 承 す る特殊 な始 祖 集 団 の末 窩 を指 す 言 葉 で は な く,あ

る特 定 の部 族 集 団 か ら何 らか の原 因 で 追放 され独 立 性 を失 った 結 果,生 存 の た め に 支

配 集 団 で あ る部 族 に従 属 せ ざ るを え な くな った集 団 を指 して いた 。 した が って,フ テ

イ ム化 とい う現 象 は理 論 的 には どの 部 族 集 団 に属 す る人 び とに も起 こ り うる と言 え よ

う。 そ の 好例 が南 シナ イ の ム ゼ イ ナ部 族 に語 り伝 え られ て い る次 の よ うな エ ピ ソー ド

で あ る(Murray　 l935:257)。 エ レガ ー ト部 族 とサ ワール ハ部 族 は南 シナ イ の覇 権 を

め ぐ って 抗 争 を つ づ け て いた が,サ ワール ハ部 族 に勝 機 が 訪 れ そ うに な った 。 そ の こ

ろ,ム ゼ イ ナ 部族 の六 人 家 族 と一 人 の 奴隷 か らな る一 集 団が ア ラ ビア半 島 か ら シ ャル

ム ・シ ェイ ブに到 着 した 。 血 の復 讐 を 恐 れ て この地 まで逃 れ て きた の だ った 。 彼 らは

サ ワール ハ部 族 に助 け を求 め,管 轄 地 で遊 牧 を させ て くれ と頼 み こん だ 。 これ に対 し

て サ ワ ール ハ部 族 は,フ テ イ ム の身 分 とな って毎 年 ヒ ツジ を貢 納 す るな ら願 い を 聞 き

入 れ よ うと返 答 した。 高 貴 な血 筋 を 誇 る ムゼ イ ナ部 族 の一 家 は これ に 腹 を た て,こ ん

どは エ レガ ー ト部 族 に 同様 の 申 し出を した。 エ レガ ー ト部 族 と して は 少 しで も援 軍 が

欲 しか った か ら,喜 ん で これ を受 け 入 れ,両 者 は手 を結 ん だ。 結 局,少 数 な が ら もム
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ゼ イ ナ部 族 の 一 家 とカ イ ロか らの援 軍 を 得 た た め に,天 下 分 け 目の 決戦 で勝 利 を 得 た

の は そ れ まで 劣勢 で あ っ た エ レガ ー ト部 族 だ った 。 この 戦 い が現 在 の南 シ ナ イの 部 族

の 勢 力 圏 と上下 関係 を決 定 した のだ が,要 す るに この エ ピ ソ ー ドが示 す よ うに,ム ゼ

イ ナ部 族 ほ どの有 力集 団 で あ って も も との 部 族 を 追 放 され,庇 護 の傘 か ら離 れ た 者 た

ち は い つ で も フテ イ ム と な る危 険 を も って い た の で あ る。

2.8両 義的なジバー リ部族観 とジバ ー リ部族の選民意識

　 ジバー リ部族が南シナイの諸部族から,フ テイムあるいはそれに類する集団とみな

されているのは,彼 らが実際にフテイムの血を引いているからではな く,ジ バー リ部

族 と聖カ トリーヌ修道院との関係が,伝 統的なアラブ部族社会でフテイムとみなされ

てきた従属関係と同類のものであったためである。フテイムとは部族社会 という共同

体から追放された人びとを再び部族社会に受け入れるためのシステムであ り,庇 護す

る側の部族とフテイムとしてあつかわれる集団とのあいだに成 り立つ二者間の関係で

ある。その関係も未来永劫に不変ではなく,ど の部族集団においても同様の関係が常

に再生産 される可能性がある。各フテイム集団は庇護集団内部の人間 と同等の権利を

主張できなかったし,場 合によっては蔑視の対象となってはきたものの,決 して賎民

視はされなかった。 しか しジバーリ部族の場合は,ま わ りのアラブ部族民からは賎民

視され,南 シナイ諸部族の上下関係では最下層に位置づけられる一方で,聖 カ トリー

ヌ修道院 と特別な関係を持つ集団として羨望視 され,ジ バーリ部族自身も自分たちを

エ リー ト集団として選民視しているところが,他 のフテイムをめ ぐる状況と基本的に

異なっている。つまり,ジ バーリ部族のフテイム的境遇は,聖 力 トリーヌ修道院対ジ

バーリ部族対他の南シナイ全部族 という三角関係を通 して醸成されたと考えられるの

である。ジバー リ部族をめ ぐるこのような両義的な集団意識をうみだ したものは,い っ

たい何だったのだろ う。

　南シナイをめぐる国際環境が激変する十九世紀以前は,聖 カ トリーヌ修道院は当地

域における精神的かつ社会的な支配原理を体現する存在であった。南シナイ全域は聖

カ トリーヌ修道院の支配圏 としてローマ皇帝より下賜されたものであ り,現 実の歴史

のなかで聖 カトリーヌ修道院が生き残ってい くためにはジパー リ部族や他の南シナイ

諸部族 とのかけひきや,そ の時代の世俗権力とのつきあいが必要であったのは言 うま

でもないが,南 シナイにおける聖カ トリーヌ修道院の存在は地域住民にとっては絶対

的なものだった と言っても過言ではないだろ う。そのような聖カ トリーヌ修道院の権

威の精神的な不可侵性を象徴するかのように,修 道院の周辺地域は侵すべからざる聖
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域になってお り,修 道院が認めた人間以外は原則 として立ち入 りを禁止されていた。

十六世紀にオスマン帝国がエジプ トを占領 してシナイ半島をも勢力下においたとき,

生存を賭けた政治取 り引きの末,聖 カ トリーヌ修道院の中庭にイスラム教のモスクを

建てざるをえないことになったのではあるが,こ の聖域はキ リス ト教の神の聖なる空

間とされてお り,他 の宗教施設はもちろん,修 道院に仕えるジバーリ部族でさえ家を

建ててはならなかった。 もっとも,南 シナイの諸部族のなかでは,ジ バーリ部族だけ

が聖域内立ち入 りを許可 されていた。すでに述べたように,ジ バーリ部族以外の諸部

族は聖カ トリーヌ修道院のガフィールとなる契約を交わ して経済的な恩恵を得ていた

が,ジ バーリ部族は実質は奴隷状態であっても,神 によって選ぼれた集団であるかの

ように聖カ トリーヌ修道院に奉仕 していた。周辺諸部族から軽蔑と羨望の入 り交 じっ

たまなざしで見られたのは,こ のためもあるだろう。聖カ トリーヌ修道院の聖域へ入

るのは,ジ バーリ部族の一つの特権であった10も

3南 シナイにおけ る 「聖者」 の類型 とそ の基本機能

3.1イ ス ラム世 界 の 「聖 者」

　 聖 カ トリー ヌ修 道 院,ジ パ ー リ部 族,そ して 他 の ア ラ ブ諸部 族 の 関 係 とい う観 点 か

ら なが め た 南 シナ イ とい う地 域 社 会 にお い て,集 団 関 係 維 持 と地域 編 成 原 理 の た め の

社 会 シ ス テ ム と して 「聖 者 」 が どの よ うな 役 割 を 担 って い るか に つ い て議 論 した い。

　 イ ス ラ ム世 界 で キ リス ト教 世 界 の聖 人 に 対 応 す るの が 聖 者 で あ る。 イ ス ラム教 の聖

者 は 一 般 に ア ラ ビア語 で ワ リー と よば れ るが,南 シナ イ の場 合,部 族 の長 を指 す シ ェ

イ ブだ とか 預 言者 を指 す ナ ビー とい う言 葉 を 聖 者 の 意 味 で も使 って い る。 た とえば,

シ ェイ ブ ・ア ウ ワ ー ド(聖 者 ア ウ ワー ド),ナ ビー ・サ ー レフ(聖 者 サ ー レフ)と い っ

た 具 合 で あ る。

　 キ リス ト教 の聖 人 と同様 に イ ス ラム教 の 聖 者 も,動 物 と話 せ た り,未 来 の こ とを予

言 した りす る特殊 な能 力 を持 って いた り,病 気 を 治 した り,飢 謹 を救 った りとい った

さ ま ざ まな 奇 蹟 を起 こす こ とが で き る。た とえぽ ジバ ー リ部 族 の聖 者,シ ェイ ブ ・ジ ュ

ミー ウに は 次 の よ うな奇 蹟 謳 が あ り,ジ バ ー リ部 族 の あ い だ で は 今 で も語 り伝 え られ

て い る。

こ の シ ェイ ブ の聖 廟 は セ ン ト ・カ ト リー ヌの 山 に あ る。 あ る 日,彼 は彼 の も とに い る ア
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ラ ブに 言 った 。 「明 日,三,四 人 の 男 が や って くるだ ろ う」。 だが,彼 の ア ラブ は 信 用 せ ず

に,「 お 前 は うそ つ きだ 」 と言 っ た。 シ ェイ ブは 彼 らに 言 った 。「フ ライ パ ンを持 って こい 」。

彼 は 手 で 土 を と って,フ ライ パ ソの なか に入 れ た 。 す る と,そ れ は コー ヒー豆 に 変 わ った 。

こ の 出来 事 は シ ェイ ブの言 葉 が 正 しい こ とを 示 して いた 。 サ バ ー フ ・ア ブー ・ジ ュイ ーサ

と い う男 が そ の 豆 を と って持 って帰 り,蔵 に 入 れ た 。 そ して,「 これ は シ ェイ ブ のバ ラ カで

あ る」 と言 っ た。 彼(ニ シ ェイ フ)の ア ラ ブは シ ェイ ブ を信 用 した。 そ して,三 人 の 男 が

や って きた の で あ る。

　 こ の聖 者 伝 説 で は 聖者 は二 つ の奇 蹟 を行 な って い る。 未 来 の 出来 事 につ いて の 予 言

と,土 を コー ヒ ー豆 に 変 え る とい う一 種 の魔 法 で あ る。 この聖 者 伝 説 を語 って くれ た

女 性 に よ る と,シ ェイ ブ ・ジ ュ ミー ウは ジバ ー リ部 族 出 身 の実 在 の人 物 だ った ら しい

が,生 没 年 な どの詳 しい こ とは よ くわ か らな い 。物 語 に登 場 す る三 人 の 男 に つ い て は,

彼 女 が この 伝 説 を 耳 に した段 階 で はす で に伝 承 され な くな って い た。 何 らか の 原 因 で

ジバ ー リ部 族 全 体 が 食物 を得 られ な くな った と きに,シ ェイ ブ ・ジ ュ ミー ウに あ た る

人 物 が 現 わ れ て 彼 らを 飢餓 か ら救 い 出 して くれ た の だ とい う。 飢 餓 の原 因 が 自然 災 害

に よる飢 饒 な の か,部 族 間 闘争 の激 化 に よる も のか は わ か らな い のだ が,と もか く,

この聖 者 伝 説 の 背 景 に は 以上 の よ うな事 情 が あ る。 シ ェイ ブ ・ジ ュ ミー ウが 聖 者 と し

て現 在 まで 尊 敬 され て きた の は この ため ら しい。

　 聖 者 は 神(ア ッ ラー)か ら授 か った聖 な る力 を 発 揮 して,さ ま ざ まな奇 蹟 を行 な う。

聖 な る力,そ の 源 泉 とな る もの,言 いか えれ ば 聖 者 の 持 つ聖 性 を,ア ラ ビア語 で バ ラ

カ と呼 び,上 述 の伝 説 に も こ の言 葉 が 登 場 す る。 バ ラ カ とい う言 葉 は 通 常,「 神 の 祝

福 」 「恩 寵 」 「御 利 益 」 な ど と訳 され る。 も っ と も,『 コー ラ ソ』 で は生 き と し生 け る

ものす べ て の 存 在 自体 が 神 の バ ラ カの発 現 で あ り,バ ラ カは 万物 に遍 在 す る要 素 と さ

れ て,必 ず しも聖 者 と結 び つ け られ て い るわ け で は な い(私 市1996:64-66)。

　 イ ス ラムに お け る聖者 崇拝 が盛 ん に な る のは,イ ス ラ ム教 が都 市 や 農 村 の住 民,遊

牧 民 の別 を とわ ず 浸 透 して い く十 二 世 紀 ご ろ とされ て い る。 この頃 に な る と,聖 者 の

持 つ 超 自然 的 な 力 とバ ラ カが 関連 づ け られ る よ うに な り,民 間 レベ ル では,聖 者 とは

神 か らバ ラカを 授 か った 者 で あ る と信 じ られ る よ うに な った。

　 と ころ で,日 本 で もお な じみ の サ ンタ ク ロー ス こ と聖 ニ コ ラ ウス の よ うなキ リス ト

教 の聖 人 と,シ ェイ ブ ・ジ ュ ミー ウの よ うな イ ス ラ ム教 の聖 者 に は い くつ か の 大 きな

違 いが あ あ るが,最 大 の 相違 点 は 公 的認 可 の有 無 であ ろ う。 少 な く と もカ トリ ッ ク世

界 の聖 人 は バ チ カ ンとい う権 威 的 な機 関 に よっ て承 認 され た 公的 制 度 で あ るの に 対 し
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て,イ スラム世界ではそのような中心的権威機構が存在 しないぼか りか,サ ウジアラ

ビアのワッハーブ派のような厳格な正統的イスラムでは 「聖者」の存在自体が否定さ

れている。イスラム教は厳格な一神教であり,神 と個々の人間が一一対一で向き合 うこ

とを原則としてお り,キ リス ト教のように神の意思を人間にとりついでくれる聖職者

や教会は存在 しない。また,神 に現世利益を求めてはならないとされている。したがっ

て,イ スラム教が民衆に受容されていくためには,民 衆の神への願いを代弁 し,彼 ら

の立場にたってとりなしてくれる聖者が必要だった。正統なイスラム教の立場から言

えぽ,ア ッラーに祈ることで現世の利益を求めてはならないのだが,不 治の病に犯さ

れた人,天 災で飢鰹に苦 しむ人び と,政 治的混乱による流民などが現世での幸福を切

望するのは古今東西を問わず世の常である。現世での幸福つま りバラカを授けて くれ

る聖者が,理 念的存在 としての神と,実 際に生きる人間の仲立ちをする者として立ち

現われてくるのは当然の展開と言えよう。

　公式のイスラムでは偶像崇拝は禁止されているし,個 人崇拝も信仰としてはもちろ

ん許 されない。イスラムの預言者ムハンマ ドは,神 に選ぼれた人間として神から言葉

を預か り使徒の役割を果た したのであるが,ム ハソマ ドはあくまでも一個の人間であ

る。その意味では,三 位一体説をとるキ リス ト教諸派が主張する,神 の子 としてのイ

エス ・キ リス トのような存在では絶対にない。ちなみに,イ スラム教ではキ リス トも

預言者の一人ではあるが,や は り一個の人間として扱われている。偶像崇拝や個人崇

拝を厳重に戒めるイスラムにあっても,預 言者ムハンマ ドの血筋を引く人びとはアラ

ビア語ではシャリーフとよばれてお り,最 近亡 くなった ヨルダン前国王のフセイソも

シャリーフの系統であるハーシム家の一員だった。前国王が国民から尊敬 され,他 の

アラブ諸国からも一一目おかれていたのは,彼 の政治的手腕によるところも大 きいが,

シャリーフの血筋を引いていたこともまった く無関係ではないだろう。 また周知のよ

うに,メ ッカの聖モスクにあるカーバ神殿の内陣には黒い石がおかれている。このよ

うな傾向は,民 衆の信仰 としての聖者崇拝においてはさらに顕著 となる。

　イスラム世界でも,聖 者の髪の毛などの体の一部,聖 者の着衣などの所有物,さ ら

に聖者が触った木や石などが,バ ラカを宿す聖遺物 として崇拝されてきた。聖カ トリー

ヌはイスラムの聖者ではないが,ジ バーリ部族にとっては同様の存在である。聖カ ト

リーヌゆか りの修道院のアーモンドにはバラカがあると信じられているの も,そ のた

めだ。また,聖 者廟には聖者ゆか りの品々が収められていて,人 びとが参詣するのも

バラカをもらうためである。聖者が存命中ならば,触 ってもらった り,聖 者の唾液や

汗,さ らには精液によってさえバラカは伝えられた。そのため,聖 者 と交わることを
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妻 や 娘 に 薦 め る夫 や父 親 も いた ら しい 。 キ リス ト教 の場 合,聖 人 と して の 聖 性 は そ の

人 物 に 限 定 され た もの で あ り,血 統 に よ って は継 承 で きな い。 しか しイ ス ラ ム世 界 の

聖 者 信仰 の場 合 は,聖 者 の持 つ 聖 性 つ ま りバ ラ カは,彼 の属 す る家 族 や部 族 とい っ た

集 団 の 所 有 とな り,そ の血 統 に よ って継 承 され る。 この よ うな 聖 者 とバ ラ カの関 係 性

に よ って,聖 な る血 統 とい う概 念 が 生 じ るの で あ る。 預 言 者 ム ハ ンマ ドの 子孫 が 聖 な

る血統 とみ な され て シ ャ リー フ と よばれ,民 衆 か ら絶 大 な尊 敬 を 受 け て い る の も こ う

した理 由 に よる。 た だ し,南 シナ イ の部 族 社 会 で のバ ラカ概 念 を 見 るか ぎ りにお い て

は,バ ラカ の継 承 に よ る聖 な る血 統 は,直 系 の子 孫 の み に 伝 わ るの で は な く,間 接 的

な経 路 で もバ ラ カが 伝 わ り,そ の子 孫 が 尊 敬 を集 め る こ と もあ る と言 え る。

3.2　 「聖 者」 へ の社会史 的 ア プ ローチ

　 アラブ ・イスラム史研究者の私市正年氏は,『 イスラム聖者』のなかでr聖 者伝』

を史料 として社会史的な視点からイスラム世界の聖者を分析し,聖 者の行なった奇蹟

を二つのカテゴリーに分けている(私 市1996:154-157)。 一つは,雨 を降らせた り,

食べ物を出して飢謹を救 った り,病 気を治 した り,檸 猛な動物を従えた り,空 中を飛

んだ りといった,よ り直接的で目にみえる奇蹟である。民衆が聖者に期待するのはこ

ちらの方の奇蹟だろ う。 もう一つは,イ スラムの教義を神秘的に理解する知識による

「精神的,内 面的な奇蹟」であ り,読 心 ・透視,未 来の予言,霊 的な知覚などがこれ

にあたる。私市氏によれば,北 アフリカ(マ グリブ地方)の 史料から言えるかぎ りで

は,一 人の聖者が両方の奇蹟を起こすこともまれではないが,聖 者の出身が奇蹟の内

容にも影響 していたとい う。前者の奇蹟を起 こす聖者のほとんどは地方の農村出身

だった。さらに言えば,先 住民族のベルベル系出身のものが多く,農 村を活躍の舞台

としていた。一方,後 者の奇蹟を起こす聖者はそのほとんどが都市部出身であ り,都

市の中間層を形成する民衆から崇拝されていた。

　モロッコやアルジェリアなどのマグリブ地方(北 アフリカ)で は歴史上,非 常にた

くさんのイスラム的奇蹟を起こす聖者が輩出した。とくにスーフィズム(イ スラム神

秘主義)が 盛んになる十二世紀ごろをさかいに,こ のようなイスラム的聖者は都市部

だけでなく,農 村部でも活躍 した。農村地域の聖者は特定の村や部族と結びつき,共

同体での社会的 ・政治的影響力を持つようになっていった。十三世紀から十四世紀に

なるとイスラム的知識を背景とした聖者が増加 し,長 老や族長といった伝統的な指導

者 とはまった く異なる権威を持った者 として,特 定の村や部族を超えたより広い地域

社会の指導者 としての役割を担 うようになる。やがてマグリブ地方では,政 治的 リー
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ダーとしての聖者が シャリーフの血統を獲得するようになった。こうして正統なイス

ラム指導者 としての権威を身につけた聖者が,国 家的な リーダーとして登場 したので

ある。マグリブ地方でこのようなシャリーフを名乗る聖者的指導者が輩出 したのは,

熱狂的な聖者崇拝が政治的指導者の誕生を うながしたためであると考えるよりも,ア

ラブ化やイスラム化が十分でなかった辺境地域であったという事情によるものと考え

た方がいいだろう。アラブ ・イスラムの浸透が不十分であったために,あ る時期がく

ると民衆は正確で正統な知識にもとつ くイスラムの教えを渇望 した。このような民衆

の声に応えて,真 のイスラムを説 くべ くイスラム的聖者が登場 したのである。マグリ

ブの民衆は,辺 境のいなかムスリムであるとい うコソプレックスの裏返しとして,よ

り中心的なもの,よ り正統なものを求めた。やがて,も っともイスラム的な聖者 とし

てシャリーフの血統を継 ぐ聖者が民衆の圧倒的な支持を受けるに至ったのである。 こ

のようにして,聖 者を核 とする自立的な地域社会あるいは社会組織が新たに編成 され

たのだが,それでは民衆は,今 まで属 していた部族や村落共同体 との血縁や地縁 といっ

た紐帯を断ち切って,ま った く個人的な レベルで新 しい組織 と結びついていったのだ

ろ うか。つま り,聖 者的 リーダーは単にそれまでの村長や族長にとってかわっただけ

なのだろうか。集団の結合原理としての聖者の機能に関する,こ のような質問に対す

る十分な答えは,イ スラム的文脈のなかでまとめられた 『聖者伝』を史料 とする社会

史的なアプローチだけでは見えてこないようだ。

3.3聖 者崇 拝 とス ー フ ィズ ム

　 ところで,こ れまでのイスラム研究では宗教史の立場から,聖 者と聖者崇拝の問題

をスーフィズム(イ スラム神秘主義)の 発展過程のなかに位置づけて説明するのが普

通だった(中 村1977;1987)。 イスラム世界の発展とともに信仰が形式化あるいは形

骸化 していくのに抗 して,本 来のイスラム的信仰をもとめて禁欲主義的修行を積み,

神 との合一を果たす とい う神秘主義的な体験を重視 したのが,ス ーフィーとよばれる

人びとである。やがてこのスーフィズムが世俗化,民 衆化 していくと,ス ーフィーは

奇蹟を起 こす聖者 とみなされるようになった。 こうして聖者崇拝はイスラム以前の習

俗や土着信仰 と混 じりあ うことで,民 衆のあいだに広まっていった。やがて,特 定の

聖者を中心にスーフィー教団が組織されるようにな り,教 団活動を通 じて各地の土着

信仰 と結びついていった。このようにして聖者崇拝が,東 南アジアからサハラ以南の

アフリカまで急速に拡がっていったとされる。 しかし従来のように,聖 者と聖者崇拝

の問題を単なる宗教運動 としてスーフィズムの発展 という観点から捉える立場か ら
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は,第 一 の カテ ゴ リーか ら第 二 の カ テ ゴ リーへ の 移 行 が 説 明 で きな い。 つ ま りイ ス ラ

ム とは 本来 無 関係 で あ る直 接 的 な奇 蹟 を 起 こ して 民 衆 を 統 合 す る求心 力 を持 つ よ うに

な った聖 者 が,イ ス ラム的(ス ー フ ィー的)な 奇 蹟 を 起 こす 聖者 に取 って代 わ られ て

い く過 程 の連 続 性 が説 明 で き な い の であ る。 さ らに,個 人 と して神 に 向か い合 うこ と

を 信 条 と した ス ー フ ィーが,民 衆 の声 を 神 に と りつ ぐ存 在 と して集 団 に ア ピー ル し,

い か に して異 質 な複 数 集 団 の リー ダ ーに な りえ た の か とい う理 由 に つ い て も,宗 教 史

的 ア プ ロ ーチ か らは解 明 で き な い。 そ れ に 何 よ りも,わ れ わ れ が議 論 して い る南 シ ナ

イ の 聖 者 た ち に は,ま った く と言 って い い ほ どス ー フ ィズ ム との 関連 性 が 見 られ な い

の で あ る。

3.4土 地神 話 と しての聖者 ム ーサ ー(モ ーゼ)

　 社会 人類 学 者 の堀 内正 樹 氏 は,ど の 聖 者 が どの 部 族 とつ な が って い るか とい う観 点

か ら,南 シナ イ の聖 者 を超 部 族 的 聖 者 と部 族 の 聖 者 とい う二 つ の カテ ゴ リー に分 類 し

て い る。超 部 族 的 聖 者 とは,部 族 の枠 を超 え て広 く信 頼 を得 て い る聖 者 の こ とで あ り,

そ の ほ とん どが いわ ゆ る預 言 者(ナ ビ ー)で あ る。代 表 格 は 何 とい って も ム ーサ ー(モ ー

ゼ)で あ ろ う。 シナ イ 山頂 で十 誠 を 受 け た 聖 書 の 話 は あ ま りに も有 名 だ が,シ ナイ 半

島 に は い た る と ころ に モ ー ゼ ゆ か りの 場 所 が あ る。 聖 カ トリー ヌ修 道 院 は モ ー ゼ 山

(ジ ャバ ル ・ム ーサ ー)に あ る し,こ の 山 は 聖 書 に 出 て くる シナ イ 山 と考 え られ て い

る。 また モ ー ゼ 山 の南 麓 に あ る ワーデ ィ ・ア ル ア ルバ イ ー ンに は 「モ ーゼ の岩 」(・・

ジ ャル ・ム ーサ ー)が あ る。 聖 カ トリー ヌ修 道 院 の 修道 士 や 南 シナ イ のべ ドウ ィンた

ち は,モ ーゼ が この岩 を叩 い て イ ス ラエ ル の 民 の た め に 水 を 出 した と信 じて い る。 い

わ ゆ るホ レブの岩 で あ る。 現 在 で は 水 は 出 て い な い が,か つ て は巡 礼 者 た ちが こ こで

岩 清 水 を 求 め て い た。 この岩 に は,後 に 十 字 架 が 刻 まれ た が,実 は も とか ら十 二 本 の

刻 み 目が あ った。 ジバ ー リ部 族 は,こ の 刻 み 目 こそ が コー ラ ンの なか で モ ーゼ が 岩 を

叩 い て水 を 出 した と きに 出 た 「十 二 の 泉 」 だ と信 じて い る(rコ ー ラ ン』 第2章60節

/第7章160節 を 参 照)。 また 他 の べ ドウ ィンた ち も,こ の岩 の も とか ら湧 き出 た 清 水

が 地 下 を 通 って ワ ーデ ィ ・フ ェイ ラ ー ソ まで 至 り,そ の お かげ で フ ェイ ラ ー ンは い つ

も緑 に お お われ て い る のだ と信 じて い る。 また べ ドウ ィ ンた ち に よれ ば,例 の 岩 の 近

くに は,モ ー ゼ が座 っ て休 ん で い た と きに つ い た,彼 のお し りの跡 が あ る岩 もあ る し,

モ ー ゼの足 跡 が残 った岩 もあ る ら しい 。 この よ うに,ベ ドウ ィ ソた ちが ワーデ ィ ・ア

ル アル バ イ ー ンを神 聖 視 して い るの は,モ ーゼ の お か げ な の で あ る。 この 場 所 で 不 届

き者 が 盗 み を は た らい て もす ぐに 露 見す るだ ろ うし,心 の病 に犯 され た 者 も この場 所
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で一夜を過ごせば癒されるといわれている。かつては 日曜日になるとべ ドウィソたち

が集まり,コ ーラソを読みながら供儀を行なっていたとい う。

　 旧約の預言者としてのモーゼは,聖 カ トリーヌ修道院の修道士たちが共有 している

キリス ト教的風土の中で神聖視されているのみではない。南シナイのべ ドウィンたち

はモーゼにまつわる土地伝説を受け継いできた し,コ ーラソを代表 とするイスラム教

的風土にあってもモーゼは神聖視されている。モーゼをめぐる聖者伝説は南シナイの

特定の場所と深く結びついたかたちで語 り伝えられてきた。南シナイの部族民なら誰

でも,そ こに行ってモーゼのバラカを享受できるのである。

　南シナイ地域で暮 らしてきた人びとは,モ ーゼをめぐる民間信仰を共有 している。

彼らにとってモーゼは南シナイとい う土地を舞台にした神話のなかの人物なのであ

り,彼 らと南シナイを結びつける風土の一部なのである。モーゼゆか りの場所は,泉

とか温泉,目 印となるような奇岩である場合が非常に多い。それ らの場所には,人 間

が生きていくために不可欠な自然の恵みがバラカとして顕現 している。神話的人物 と

してのモーゼは特定部族に属 しているわけではないから,聖 者 としてのモーゼのバラ

カはすべての部族が平等にわかちあえることになる。神が創った自然の摂理を知 り,

その神秘をあやつれるモーゼは,自 然と人間あるいは自然 と文化をつな ぐ媒介者なの

である。彼は自然に内在するバラカを人びとにもたらす存在であ り,聖 者が起 こす奇

蹟の種類からみれば,先 述した第一のカテゴリーに属する聖者に近いとも言える。 し

かし,南 シナイの住民が聖者モーゼに関する民俗知識を土地神話として共有 している

ということは,裏 がえせば,そ のような民俗知識を持たない他地域の住民(あ るいは

他の地域から移住してきた住民)を,南 シナイにもとから住んでいた自分たちからは

区別 してとらえる視点にもつながっている。つま り聖者 としてのモーゼは,人 間とそ

の外延にある自然とのあいだの文化的分節点 として機能 していたのと同じように,南

シナイとその外延にある他地域 とのあいだの社会的分節点としても機能 しているので

ある。

　南シナイの共通の神話 として語 られる聖者は,モ ーゼ以外にもいる。むか し四十四

人の預言者が海からやってきて,シ ナイ半島南端のムハンマ ド岬に上陸 した。彼らは

北にある聖カ トリーヌ修道院をめざして海岸沿いに進んで行った。現在 も南シナイの

海岸沿いに点在す る来歴の不明な廟は彼らの墓であると伝えられる。これらの預言者

たちは名前も出自も伝わ っていない者がほとんどである。ただし,彼 らが上陸 したと

される岬の突端には,シ ェイブ・イブラヒームの聖者廟(マ カーム)が 最近まであっ

たそ うで,南 シナイの全部族が集まって供犠を行なっていたという。現在はそのよう
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な廟 の痕 跡 す らな く,観 光 客 向 け の 展 望 台 に な って い る。

3.5　部族だけの聖者

　 四十 四 人 の預 言 者 や モ ーゼ は,部 族 の枠 を超 え た南 シ ナ イ の土 地 神 話 の な か の聖 者

と して受 け 入 れ られ て い るの だ が,南 シナ イ の聖 者 た ち のほ とん どは特 定 の部 族 と密

接 なつ なが りを も って い る。 これ らの部 族 の聖 者 は,出 自が よ くわ か って い る者 と,

そ うで な い者 に 分 け られ る。 出 自が よ くわ か っ て い る聖 者 の 場 合 は,そ の聖 者 の 出身

部 族 で あ る特 定 の 部 族 だ け に 崇拝 され て い る のが 普 通 だ が,ま れ に 自分 の部 族 以 外 の

出身 で あ る聖 者 を 崇 拝 して い る こ と もあ る。 た とえぽ,前 出 の シ ェイ ブ ・ア ウ ワー ド

は ジバ ー リ部 族 出身 で あ り,ジ バ ー リ部 族 だ け の聖 者 で あ る。 と ころ が,ハ マ ー ダ部

族 の聖 者 の一 人,シ ェイ ブ ・ハ ッシ ャー シ ュは ど うや ら ジパ ー リ部 族 の 出身 ら しい。

こ こで注 意 した い の は,た とえ 自分 た ち と同 じ部 族 出身 の 聖 者 で あ って も,部 族 民 全

員が 崇 拝 して い るわ け で は な く,部 族 内 の一 つ の支 族 だ け が 崇拝 す る よ うな聖 者 も い

る と い う点 で あ る 。 ワ ー デ ィ ・フ ェイ ラ ー ン に は ガ ラ ー ル シ ャ部 族 の な か の ダ ガ

シ ャー ト支 族 の 祖 先 に あ た る シ ェイ ブ ・ア ブ ー ・シ ュ ビ ー プの廟 が あ る のだ が,こ こ

に参 詣 して 祭 りに 参 加 す るの は ダガ シ ャー ト支 族 だ け で あ り,ガ ラー ル シ ャ部 族 の他

支 族 は 彼 を 聖 者 とは考 え て い な い とい う。

　 他 方,出 自が不 明 な聖 者 で あ っ て も,特 定 の部 族 だ け と結 び つ い て い る こ とが あ る。

た とえ ば,ム ゼ イ ナ部 族 に は シ ェイ ブ ・フ ァラ ン ジ ャ(ま た は ア フ ラ ンジ ャ)と よぼ

れ る聖 者 が い て,聖 カ ト リー ヌ修 道 院 の近 くの荒 野 に は聖 者 廟 が 建 って い るの だ が,

廟 の 経 歴 は ま った くわ か らな い。 当時 の部 族 長 か らマ レーが 聞 い た話 に よれ ば,ム ゼ

イ ナ部 族 の 一 団 を 率 い て シ ナ イ半 島 へ 来 た アル ワー ソ とい う彼 らの 祖 先 が,シ ェイ

ブ ・フ ァラ ン ジ ャの廟 のす ぐ近 くに葬 られ て い るそ うだ(Murray　 l935:265)。

3.6　 出 自不 明の大聖 者 ナ ビー ・サ ー レフ

　 ナ ビー ・サ ー レフ とい う聖 者 は,南 シ ナイ で の知 名 度 で言 う とモ ー ゼ と聖 カ トリー

ヌに つ ぐ重 要 な 人物 で あ る に もか か わ らず,出 自 も経 歴 も よ くわ か って い な い 。 彼 の

聖 者 祭 では,モ ー ゼ 山頂 に あ る 「雌 ラ ク ダ の足 跡(マ タ ッ プ ・ア ンナ ー ガ)」 と よぼ

れ る岩 の 上 で 犠牲 が行 なわ れ る。 イ ス ラ ム勃 興 以前,ア ラ ビア半 島 北 部 か ら シナ イ 半

島 に か け て は ナ バ テ ア人 が住 ん で いた か ら,こ の よ うな しきた りは 彼 らの 習 俗 の 名 残

か も しれ な い 。 ナ ビー ・サ ー レフ の聖 者 祭 に は複 数 の部 族 が 訪 れ,ジ バ ー リ部 族,ア

ウラ ー ド ・サ イ ー ド部 族,ム ゼ イ ナ部 族,エ レガ ー ト部 族(さ らに は サ ワー ル ハ部 族,
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ガ ラール シ ャ部 族)の 人 び とが大 勢 を 占 め る。ナ ビー ・サ ー レフ とは ア ラ ビア語 で 「預

言 者 サ ー レフ」あ る い は 「義 し き(敬 慶 な)預 言 者 」 とい う意 味 の名 前 で あ る。ジバ ー

リ部 族 を は じめ とす るベ ドウ ィンた ち は,ナ ビー ・サ ー レフを イ ス ラ ム以前 か ら シナ

イ半 島に 先 住 して い た バ ニ ー ・サ ー レフ と よぼれ る人 び との 祖 先,あ るい は イ ス ラム

の預 言 者 であ る とみ な して い る。 さ らに は預 言 者 ム ハ ン マ ドとい う伝 承 もあ る。 彼 ら

の伝 説 に よれ ば,「 雌 ラ クダ の足 跡(マ タ ッブ ・ア ンナ ーガ)」 は ナ ビ ー ・サ ー レ フの

雌 ラ ク ダの足 跡 で あ り,ま た 一説 に は預 言 者 ム ハ ンマ ドの 雌 ラ ク ダの足 跡 で あ る と も

い う。 モ ーゼ 山頂 に あ る の は,四 本脚 の うち の一 本 ぶ ん で あ り,残 りの 三 つ は メ ッカ,

エ ル サ レム,ダ マ ス カス(も し くは メ ッカ,カ イ ロ,ダ マ ス カ ス)に 残 って い る とい

う(Jarvis　 1932:235)。 パ ー マ ー は ナ ビー ・サ ー レフを モ ーゼ と 同一 人 物 と して い る

し(Hoskins　 1909:1027),『 シナ イ半 島 の歴 史 』 の 著 者 エ ケ ソ ス タイ ンは,バ ニ ー ・

サ ー レ フは ジ・ミー リ部 族 で あ る と断 定 して い る(Eckenstein　 1921:188)。 ジバ ー リ部

族 の伝 承 では,バ ニ ー ・サ ー レフ とは イ ス ラム 以前 か ら シ ナ イ半 島 に住 む ア ラブ人 で

あ り,初 期 の ころ の修 道 士 を 襲 って は 殺害 して い た集 団 であ る とい う。 ア ラ ブ研 究 者

で もあ った 探 検 家 の リチ ャー ド ・バ ー トンは,バ ニ ー ・サ ー レフは サ ワ ール ハ部 族 で

あ る と して い る(Eckenstein　 1921:124)。 サ ム ー ド族 を め ぐる伝 説 を 考 察 した ス テ ト

ケ ビ ッチ も同様 に,現 在 の サ ワール ハ部 族 が バ ニー ・サ ー レフ と系統 的 に つ なが る と

い う見 解 を と って い る(Stetkevych　 l　996:67)。 中 世 ア ラ ブの 史 料 に は,こ の 南 シ ナ

イ の ナ ビー ・サ ー レフが,rコ ー ラ ン』(第7章77節 等)に 出て くるい わ ゆ る サ ム ー ド

族 の預 言 者 サ ー リ フであ った とす る もの もあ る。 先 述 した よ うに サ ム ー ド族 は雌 ラ ク

ダを トー テ ム と して崇 拝 して お り,古 い伝 承 に よれ ば,サ ム ー ド族 が ア ッ ラー に よ っ

て滅 ぼ され る と彼 らの預 言 者 ナ ビー ・サ ー レフ(正 確 な表 記 では,サ ー リフ)は 隠 遁

者 とな って パ レス チ ナへ 逃 れ た 。 彼 の 遺 体 は現 在 の ラム ラ の 「白 モス ク」 内 に埋 葬 さ

れ た と言 う(Har-El　 1983:38)。 しか しな が ら,サ ム ー ド族 が シナ イ 半 島 に まで 進 出

して い た とい う証 拠 は な い し,シ ナ イ 半 島 に もい た ナ バ テ ア人 とサ ム ー ド族 は ラ ク ダ

交 易 を め ぐ って 深 い 関 係 を 持 っ て お り,現 存 す るナ バ テ ア人 の 遺 跡 名 に は マ ダ ー イ

ソ ・サ ー リフ(=サ ー レフ)の よ うに サ ー レフ とい う名 称 が よ く使 わ れ て い る こ とな

どを考 え あ わせ る と,ナ ビー ・サ ー レフは ナ バ テ ア人 で あ った 可 能 性 の 方 が 高 い。

　 ナ ビ ー ・サ ー レ フの聖 者 廟 は,ワ ーデ ィ ・フ ェイ ラー ンか ら聖 カ トリー ヌ修 道 院 に

行 く途 中 の ワー デ ィ ・シ ェイ ブ近 くに あ る小 高 い丘 の上 に あ る。 南 シナ イ で は,聖 者

の た め の 祭 りは ズ ィヤ ー ラあ るい は ズ ワー ラ と よぼれ る のが 一 般 的 だ。 ナ ビ ー ・サ ー

レフの ズ ィヤ ー ラは毎 年 春 に 行 な わ れ,日 取 りは年 ご とに前 も って 決 め られ る手 はず
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に な って い る。 ズ ィヤ ー ラの参 加 者 は 部 族 の 別 な くい っ し ょに,聖 者 廟 か ら モ ー ゼ山

の頂 まで 行進 す る。 聖 者 廟 の と ころ で犠 牲 獣 を 捧 げ る こ と もあ る が,中 心 とな る供 犠

は モ ーゼ 山頂 で モ ーゼ の名 の も とに行 なわ れ る。 場 合 に よ って は,例 の 「雌 ラ クダの

足 跡(マ タ ップ ・ア ンナ ー ガ)」 の と ころ で 犠 牲 獣 を 屠 る。 以前 は,犠 牲 と して 捧 げ

た 動 物 の 血 を モ ス クの入 り口に塗 り付 け る とい う習 俗 もあ った。

3.7境 界を演出す る装置 としての聖者祭

　ズィヤーラとい うアラビア語は本来 「訪問」や 「参詣」を意味しているのだが,聖

者廟への参詣では,個 人の私的な参詣を意味するナズルと区別している。つま り部族

単位の集団的な参詣がズィヤーラであ り,好 きなときに好きな廟に参詣 し,さ さげも

のを して祈願するのがナズルである。

　ズィヤーラの場合は部族による参加資格や時期が限定される。先述 したナビー ・

サーレフの聖者廟への参詣は春だったが,大 多数のズィヤーラは夏に集中している。

ナビー ・サーレフの場合のように複数の部族が参詣できる聖者廟 もあるが,特 定の部

族に属する聖者の場合はその部族の構成員のみが参詣を許される。ズィヤーラではさ

まざまな行事が行なわれる。参加者全員でザ ビーハとよぼれる家畜供犠を行なった後

でその肉を分配して食 し,歌 舞をともなう場合が多い。その意味では,ズ ィヤーラと

は全部族民が一箇所に集 う年に一度のお祭 りであ り,「聖者祭」と訳してもさしつか

えない。ジバーリ部族の聖者 シェイブ ・アウワー ドの聖者祭(ズ ィヤーラ)も 真夏に

行なわれる。正確な日取 りは部族長が長老たちと相談 して決めるが,部 族の主要 メソ

バーの家に不幸があった りす ると延期になる場合もある。 日程が決まると,そ れに先

だってマグア ドとよぼれる集会所をシェイブ ・アウワー ドの聖者廟から五十 メー トル

ほど離れたところに用意する。男性用 と女性用のマグア ドを分け,料 理場,水 のみ場

を設営 してお茶やコーヒーなども準備する。祭 りは満月の夜には じまって翌朝まで続

く。この日には,何 百人 ものジバーリ部族がシェイブ ・アウワー ドの聖者廟に集まる。

ある報告によると,犠 牲獣を屠殺す るマズハブとよぼれる場所ではラクダが六頭,ヒ

ツジやヤギが百頭近 くも屠られて食肉になったそうだ。人び とは聖者祭に参加するこ

とで,旧 交を温め,新 たな友人関係を結ぶ。 また祭 りの現場では,そ れまでの貸借関

係を清算 し,人 間関係の トラブルを調停する決 まりになっている。祭 りとい う非日常

的な空間で,人 び とは歌い踊 り,詩 を吟 じる。また聖者にまつわる伝説だげでな く,

部族の祖先や南シナイのさまざまな土地や他部族についての伝説も語られる。シェイ

ブ ・アウワー ドの場合は,規 模はかな り小さくなるが,同 じような祭 りがイスラムの
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犠牲祭(イ ー ド・アルア ドハー)や ラマダーン明けの祭 り(イ ー ド・アルフィトル)

のときにも行なわれる。

　 ズィヤーラとは文字どお り聖者の廟を 「訪問」することであり,そ の意味では 「参

詣」なのであるが,部 族という限定された集団が廟を訪れて非日常的な空間を共有す

るという意味では,「聖者祭」 とも言える。 しか し堀内氏が指摘するように,そ の本

質は部族の構成員が集まることにあ り,「集会」と訳す方がより適切かもしれない(堀

内1994:145)。 本来,ベ ドウィソは移動生活をいとなんでお り,生 活の直接的な単

位となっている家族や支族を超えた存在である部族とい うまとまりを日常的に実感す

る機会はあまり多くない。南シナイでは,個 々の部族が孤立的な生活圏に暮らしてい

るわけではなく,せ まい地理的空間に多くの部族が共存 している。 このように部族関

係が流動的な社会にあって部族という社会的枠組みを維持 していくためには,一 堂に

集ってメソバーシップを再確i認するズィヤーラのような 「集会」がどうしても必要に

なる。 この意味で聖者廟とは,部 族の構成員が集 まるための目印であ り,部 族として

の団結を強化 して集団的な意志表示を行な う場でもある。換言すれば聖者の社会的機

能とは,部 族 というあいまいな集団を構成員に実感 させるための紐帯なのである。聖

者とは,「人間が移動 し続ける流動的な社会のなかで,集 団の境界線を保持するため

の有効なシンボル」なのだ(堀 内1994:146)。 したがって,特 定部族の社会的紐帯

として最もふさわ しいのが,部 族の起源につ らなる祖先 としての聖者や,崩 壊 ・絶滅

の危機から奇蹟的に部族を救い出した聖者であるのも納得できる。しか しそれならぽ,

複数の部族に崇拝されている聖者や,出 自のよくわからない聖者が存在するのはなぜ

だろうか。

3.8　 超 部 族 的 聖 者 ナ ビ ー ・ハ ー ル ー ン(ア ロ ソ)

　 モ ー ゼの 兄 で あ る預 言 者 ア ロ ン こ とナ ビー ・ハ ール ー ン も,モ ー ゼ ほ ど では な い に

して も超 部 族 的 な 聖者 で あ る。 南 シナ イ の多 くの 人 び とは部 族 の別 な くナ ビー ・ハ ー

ル ー ンを 信 仰 して お り,彼 の聖 者 廟 に参 詣 す る。 ナ ビ ー ・ハ ール ー ンの廟 は,聖 カ ト

リー ヌ修 道 院 へ 至 る直前 の ワー デ ィ ・ア ッデ イ ル の 入 り口付 近 の丘 の上 に あ る。十 四,

五 世 紀 ごろ に 聖 カ ト リー ヌ修 道 院 の修 道 士 た ち は,ア ロ ンが金 の子 牛 を 作 った の は こ

の 場 所 で あ る と信 じ る よ うに な った 。 現 在 は ジバ ー リ部 族 が聖 者 廟 を 管理 して お り,

廟 の 内部 に は緑 布 に覆 わ れ た 箱 が あ る もの の,こ の聖 者 廟 もいわ ゆ る マ カ ー ムで あ っ

て 遺 体 を埋 め た墓 で は な い。 ジバ ー リ部 族 を は じめ とす る ベ ドウ ィンた ち に よれ ば,

ア ロソは この場 所 に立 っ て金 の 子 牛 が 作 られ る の を 見届 け た とい う。聖 者 廟 の南 側 に

522



西尾　　中東イスラム世界における 「聖者」発生の社会的 ・認識的メカニズム

は大 き な窪 み の あ る赤 み か げ 石 が あ り,土 地 の人 び とは それ を ア ロンの 足跡 とみ な し

て い る。人 び とは この 石 を神 聖 視 して お り,石 の 周 囲 に ヨモ ギ な どの香 草 を な らべ る。

す ぐ近 くの ワーデ ィ ・シ ュア イ ブの 入 り口に は奇 妙 な形 の花 崩岩 が 層 に な った場 所 が

あ り,ジ バ ー リ部 族 の 人 び とは,金 の子 牛 は こ こで作 られ た と信 じて い る。 この石 は

ア ルバ ガ ラつ ま り牛 と よば れ て お り,イ ス ラエ ル の子 らが こ の石 を 鋳 型 に して金 の子

牛 を 作 った と され て い る。 あ る い は,子 牛 がそ の ま ま こ の石 に な って し ま った と もい

わ れ て い る。 モ ーゼ と同様,ナ ビー ・ハ ー ル ー ンも南 シ ナ イ の土地 神 話 と して の聖 者

だ と言 え るだ ろ う。 しか しな が ら,聖 者 モ ー ゼへ の信 仰 と聖 者 ナ ビ ー ・ハ ール ー ンへ

の 信 仰 は,部 族 とい う集 団 に対 す る社 会 的 機 能 の面 で大 き な違 い が み られ る。

　 ズ ィヤ ー ラの 行 事 と して ナ ビー ・ハ ー ル ー ンの聖 者 廟 へ 参 詣 し,聖 者 祭 に参 加 す る

こ とは,南 シナ イ の べ ドウ ィ ン と聖 カ ト リー ヌ修 道 院 を 結 び つ け る唯 一 の儀 礼 的 行 為

だ った 。ナ ビー ・ハ ー ル ー ンの ズ ィヤ ー ラは 毎年 夏 に催 され る。ズ ィヤ ー ラの 日程 は,

キ リス ト教 の復 活 祭(イ ー ス タ ー)の 日に,聖 カ トリー ヌ修道 院 の修 道 士 とジバ ー リ

部 族 で調 整 す る決 ま りだ った 。 か つ ては,復 活 祭 や 聖 カ トリー ヌの祝 日に聖 カ トリー

ヌ修 道 院 の修 道 士 とジバ ー リ部 族 の老 若 男 女 が 集 ま り,お 互 い に贈 り物 を交 換 して 友

好 を ふ か め て い た そ うだ。 と くに復 活 祭 の 日に は,マ ジ ュ リス と よぼ れ る公 式 の 合 議

が 開 かれ,ナ ビー ・ハ ー ル ー ンの 日取 りや 聖 カ トリー ヌ修 道 院 で の雇 用 な どに つ い て

話 しあ った。 キ リス ト教 の祝 日に この よ うな こ とを 行 な うの は,ジ パ ー リ部 族 側 か ら

すれ ば イ ス ラム教 徒 に な って も聖 カ トリー ヌ修 道 院 へ の忠 誠 心 を保 っ てい る こ とを 誇

示 す る象 徴 的 な機 会 で あ り,聖 カ トリー ヌ修 道 院側 に と って も 自 らの権 威 を 再 確 認 さ

せ る絶 好 の場 な の で あ る。 マ ジ ュ リス が終 わ る と,聖 カ ト リー ヌ修 道 院 と ジバ ー リ部

族 の あ いだ で贈 り物 が 交 換 され た 。 しか し,ジ バ ー リ部 族 を め ぐる経 済 環 境 が 変 化 し

て彼 らの収 入 源 が 多 様 に な るに つ れ,こ の行 事 も廃 れ て い った 。 現 在 で は 極 め て 小 規

模 で形 式 的 な も の とな り,マ ジ ュ リス も開 かれ な くな った 。 もっ と も儀 礼 的 贈 答 の な

らわ しは 継 続 して お り,聖 カ トリー ヌ修 道 院 か らジバ ー リ部 族 に は 修 道 院 で 作 った パ

ンや ナ ツメ ヤ シ,ジ バ ー リ部 族 か ら聖 カ トリー ヌ修 道 院 の修 道 士 に は ア フ ィー グ と よ

ぼ れ る チ ー ズ,ヤ ギ の 乳 か ら作 った バ ター,セ イ ヨ ウナ シの実,ア ー モ ン ド,そ れ に

子 ヤ ギ と い った ジバ ー リ部 族 内 で調 達 され た 物 が 贈 られ て い る。

　 ナ ビ ー ・ハ ー ル ー ンの祭 日が や って くる と,ほ とん ど の ジ バ ー リ部 族 が ナ ビー ・

ハ ー ル ー ンの 聖 者 廟 近 くに集 ま り,野 宿 を しなが ら祭 りの 三 日間 を 共 に過 ごす。 祭 り

の クラ イ マ ックス は 何 とい って も,廟 で行 なわ れ る家 畜 供 儀 で あ る。 この あ と,人 び

とは い っせ い に聖 カ トリー ヌ修 道 院 に 向か っ て行 進 を は じめ る。 聖 カ トリー ヌ修 道 院
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の修 道 士 た ち も折 りを み て,こ れ らの 一 連 の 行 事 に 加 わ る。 十 八 世 紀 末 ご ろ まで は,

聖 カ トリー ヌ修 道 院 に着 く と,ジ バ ー リ部 族 は一 頭 の ラ クダ を引 き連 れ て 修 道 院 の建

物 の まわ りを 三 回 ま わ っ た あ と,そ の ラ ク ダを 犠 牲 と し て捧 げ た と い う(Palmer

1871:118)。 や が て そ の よ うな ラ ク ダの犠 牲 も行 なわ れ な くな り,最 近 で は もっぱ ら,

モ ーゼ と聖 カ トリー ヌへ の 賛 美 歌 を 歌 い な が ら,修 道 院 の まわ りを 三 回 まわ って 行事

を締 め く く って いた 。 祭 りが 終 わ る と,ジ バ ー リ部 族 の男 性 は修 道 院 に 入 り,修 道 士

た ち と共 に聖 カ トリー ヌの 聖 遺 体 に まみ え た あ と,大 司教 に面 会 し祝 福 を 受 け る。 た

だ しそ の 間,ジ バ ー リ部 族 の 女 性 は 修道 院 の 外 で待 って い なけ れ ぽ な らな い 。

3.9　複数集団を統合す る聖者

　 ナ ピー ・ハ ー ル ー ソの 聖 者 祭 に お い て も,ジ バ ー リ部 族 は 集 うこ とに よ って部 族 内

の絆 を強 め,貸 し借 りや 内 輪 もめ な どの トラブ ル を調 停 す る。 この 聖 者 祭 は,ジ バ ー

リ部 族 と聖 カ トリー ヌ修 道 院 が 実 際 に面 談 して昔 か ら の絆 を 確 認 しあ う象徴 的 な場 も

提 供 して い る。 シ ェイ ブ ・ア ウ ワー ドの よ うな特 定 部 族 だ け の聖 者 祭 とは,こ の点 で

根 本 的 に異 っ てい る。 シ ェイ ブ ・ア ウ ワー ドの よ うな聖 者 が,部 族 とい う集 団 内 の構

成 員 をつ な ぐ社 会 的 機 能 を 果 た して い る とす れ ぽ,ナ ビー ・ハ ール ー ンは ジ バ ー リ部

族 とい う集 団 と聖 カ トリー ヌ修道 院 とい う集 団 のつ な ぎ 目と して機 能 して い る と言 え

よ う。 預 言 者 と して の ナ ビ ー ・ハ ール ー ンに は,キ リス ト教 とイ ス ラ ム教 の双 方 が 聖

者 と して受 け 入 れ るに 十 分 な 資格 が あ る だけ では な い。 彼 は 南 シナ イ の土 地 神 話 に よ

る代 表 的 な聖 者 で あ るモ ーゼ の 兄 で あ り,そ の権 威 は 南 シナ イ の 全部 族 が認 め て い る

の で あ る。 で は な ぜ モ ーゼ で は な く,ナ ビー ・ハ ール ー ソが 選 ぼ れ た の だ ろ うか 。 ジ

バ ー リ部 族 は 南 シナ イ の絶 対 的権 威 と して の聖 カ トリー ヌ修 道 院 と結 びつ い てお り,

両 者 の運 命 共 同体 的 な 関 係 は特 権 的 な も の と して,他 の 部 族 集 団 か らは差 別 化 され ね

ぽ な らな い。 モ ーゼ は 南 シナ イ の 全部 族 か ら崇 拝 され,そ の バ ラ カ も平 等 に分 配 され

て い る。 他 部 族 を 排 他 して聖 カ ト リー ヌ修 道 院 と ジバ ー リ部 族 の つ な が りを差 別 化 す

る には,土 地 に 根 ざ した権 威 を持 つ聖 者 を モ ー ゼ以 外 に 求 め な けれ ば な らな い。 そ の

よ うな聖 者 は,聖 カ トリー ヌ修 道 院 とジバ ー リ部 族 の 権 威 を 土着 的 な面 か ら も保 証 す

るは ず で あ る。 モ ーゼ を め ぐる土 地 神 話 が 南 シ ナイ で 伝 承 され共 有 され て きた の と異

な り,ナ ビー ・ハ ール ー ンを め ぐる土 地 神 話 のほ とん どは 基 本 的 に聖 カ トリー ヌ修道

院 の修 道 士 た ちに よ って権 威 づ け られ,ジ バ ー リ部 族 の あ い だ で聖 者 廟 が 管 理 され て

きた の であ る。 この よ うに,南 シナ イ の他 の部 族 か らみ れ ぽ,ナ ビー ・ハ ー ル ー ンは

聖 カ ト リー ヌ修 道 院 と ジバ ー リ部 族 の境 界 に 位 置 しつ つ,両 者 を一 つ の疑 似 的 な 共 同
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体 と して ま とめ る聖 者 な の で あ る。 十 五 世 紀 ご ろを 境 に 両 者 の 関係 が大 き く変 化 す る

と,ナ ビー ・ハ ー ル ー ンを め ぐ る伝 説 が 多 く語 られ る よ うに な っ た(Eckenstein

1921:172;Hobbs　 1995:101-102)。 や が て ジ ・ミー リ部 族 は聖 者 廟 の とな りに 部 族 民 の

墓 を 作 りは じめ,聖 カ ト リー ヌ修 道 院 も教 会 堂 を 新 築 す る よ うに な った。 こ の よ うな

動 きを うん だ の は,両 者 の関 係 を再 確 認 して 補 強 す るた め に新 た な伝 統 を創 造 す る必

要 が 生 じた た め だ った。 こ う して,集 団 間 の 境 界 とな る と同 時 に集 団 内 の結 束 を 強 め

る民俗 的装 置 と して の聖 者 像 が 再 発 見 され た の で あ る。

　 ナ ビー ・ハ ー ル ー ソを 媒 介 的 聖 者 と して つ な が っ て きた 聖 カ ト リー ヌ修 道 院 と ジ

バ ー リ部 族 の 関係 は,先 述 した よ うな 南 シナ イ の 社 会経 済 的 な変 動 に よ って 大 き く様

変 りせ ざ るを え な くな った 。1966年 に 行 な わ れ た 聖者 祭 を最 後 に聖 カ トリー ヌ修 道 院

の修 道 士 とジバ ー リ部 族 が 共 同で 行 な う祭 りは 消 滅 し,1973年 以 降 は ジバ ー リ部 族 だ

け の儀 礼 も跡 絶 え て しま った 。

3.10　 集団関係を演出する聖者

　 ナ ビー ・ハ ー ル ー ンは 超 部 族 的 出 自の ゆ え に 二 つ の集 団 をつ な ぐ接 点 と して機 能 し

た。 同時 に,だ れ しもが 認 め る彼 の 聖 者 性(バ ラ カ)は,特 定 集 団 に 占有 され て 他 の

周 辺 集 団群 との 差 異 化 を た す け,両 者 の 境 界 と して の機 能 も果 た した の で あ る。 ナ

ビー ・ハ ー ル ー ン と何 らか の 関 係 を 持 つ こ とは,聖 カ ト リー ヌ修 道 院/ジ バ ー リ部 族

とい う権 威 集 団 と関 係 を 持 つ こ との 象徴 で あ り,南 シナ イ の部 族 集 団 間 関 係 に お い て

は重 要 な意 味 を もつ の で あ る。 た とえ ば,有 力部 族 中 で もっ とも遅 い 時 期 に移 住 して

きた ム ゼ イ ナ部 族 は,ワ ーデ ィ ・ガイ ブに廟 が あ る シ ェイ ブ ・ア ブ ドゥ ッラ ーを聖 者

と して信 仰 して い る。この聖 者 は彼 ら の先 祖 であ り,ジ バ ー リ部 族 に と って の聖 者 シ ェ

イ ブ ・ア ウ ワー ドと同 様,部 族 内 結 合 原理 と して機 能 して い る。 だ が 一 方 で は,出 自

が ま った くわ か らな い 聖 者 シ ェイ ブ ・フ ァラ ソジ ャ(ア フ ラ ンジ ャ)も 信仰 して い る

の で あ る。 聖 カ トリー ヌ修 道 院 の 近 くに あ る シ ェイ ブ ・フ ァラ ン ジ ャ廟 へ の ズ ィヤ ー

ラでは,ム ゼ イ ナ部 族 は 周 辺 の聖 者 もま き こん で一 連 の聖 者 祭 を と りお こな う。 祭 り

の初 日は,彼 らの 聖 者 で あ る シ ェイ ブ ・フ ァ ラ ンジ ャの廟 で ラ ク ダを 屠 って供 儀 とす

る。 翌 日も,聖 カ トリー ヌ修道 院地 区 に あ る ナ ビー ・サ ー レフの聖 者 廟 で ラ ク ダの供

犠 を 行 な い,さ らに そ の 翌 日に は ナ ビー ・ハ ー ル ー ソの聖 者 廟 で 同 じこ とを繰 りか え

す 。 最 終 日に は,一 連 の 供 犠 の ク ライ マ ッ クス と して,モ ーゼ が 神 と対 話 した と伝 え

られ る丘 の 上 で ヒツ ジを 犠牲 と して捧 げ る。 この よ うに,シ ェイ ブ ・フ ァ ラ ソジ ャ廟

へ の ズ ィヤ ー ラに お い て ムゼ イ ナ部 族 は,聖 カ ト リー ヌ修 道 院/ジ バ ー リ部 族 の権 威
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の象 徴 で あ る ナ ビ ー ・ハ ール ー ソや南 シナ イ に居 住 す る全 部 族 が 共 有 す る土 地 神 話 と

して の聖 者 モ ーゼ と も関 係 を結 ぶ の で あ る。 つ ま り,聖 カ トリー ヌ修 道 院 と結 ん だ ガ

フ ィール と して の 身分 関係 を強 調 して南 シナ イに お け る 自 らの存 在 を権 威 づ け る ため

で あ る 。 ム ゼ イ ナ部 族 は シ ェイ ブ ・フ ァ ラ ン ジ ャの聖 者 廟 の近 くに 部 族 民 の 墓 地 を

作 った が,こ れ は,シ ェイ ブ ・フ ァ ラ ンジ ャを 祖 先 とす る疑 似 的 な血 統 関 係 を提 示 す

るた め の 示 威 行為 と考 え られ る。同様 に,シ ェイ ブ ・フ ァラ ン ジ ャ/ナ ビー ・ハ ー ル ー

ン/モ ーゼ に つ な が る一 連 の行 事 は,ム ゼイ ナ部 族 と周 辺部 族 との新 た な集 団関 係 を

演 出 す るた め の象 微 的 行 為 な の で あ る。 ナ ビー ・ハ ール ー ン とモ ー ゼ の 兄弟 は 土 地 神

話 と して 南 シナ イ の全 住 民 に受 け 入 れ られ て きた 。新 参 者 で あ る ム ゼ イ ナ部 族 が 二 人

の 聖者 と関係 を結 ん で,彼 らが 象 徴 す る ネ ッ トワー クの なか に入 っ て い くた め に は,

土地 神 話 で あ る二 名 の聖 者 に つ な が る よ うな キ リス ト教 的 な名 前 を持 ち なが ら も,あ

い まい な 出 自を持 つ 聖 者 を 介 在 者 と して 創造 しな けれ ば な らなか った の で あ る。 この

よ うに考 え る と,ジ バ ー リ部 族 と関 連 諸部 族 が 崇拝 して い る ナ ビー ・サ ー レフの 出 自

が不 明 な理 由 も理 解 で き よ う。 出 身 部 族 こそ 明 らか で は な いが,ナ ビー ・サ ー レフの

権 威(聖 者 性=バ ラカ)は 保 証 され て お り,複 数 の部 族 集 団 を結 び つ け る聖者 と して

の社 会 的 機 能 を も って い る。 た だ しナ ビ ー ・サ ー レフ には,た と えば 「雌 ラ ク ダの足

跡(マ タ ップ ・ア ンナ ー ガ)」 を め ぐる伝 説 の場 合 よ うに,預 言 者 ム ハ ソマ ドと同一

視 され る よ うな伝 承 もあ り,南 シナ イ とい う閉 じた地 域 に 暮 らす イス ラ ム教 徒 で あ る

部 族 集 団 を よ り大 きな イ ス ラ ム世 界 の権 威 に結 びつ け る機 能 も果 た して い る点 に注 意

してほ しい。 この よ うな 現 象 は お そ ら く北 ア フ リカ で顕 著 に み られ るイ ス ラム的 聖 者

の問 題 に 通 底 して い くと思 わ れ る が,イ ス ラム の聖 者 論 一 般 が 本 書 の 目的 で は な い の

で ここで は 立 ち 入 らな い。

3.11介 在 者 と しての聖者 の機 能

　シェイブ ・アウワー ドのように出自のはっきりしている聖者の聖者祭は,家 族など

の 日常的小集団と聖者 との系譜関係を通 じて,部 族内での個 々の人間のアイデンティ

ティーを再確認するための場所だった。一方,出 自がはっきりしない聖者,出 自ははっ

きりしているが特定部族の占有ではない超部族的聖者は,さ まざまな社会的理由から

本来系譜関係のない二つ以上の部族集団を結びつけるための介在者なのである。複数

集団を結びつける機能 としての聖者には,単 独でそのような介在的機能を果たすナ

ビー ・サーレフのような聖者 もいるし,ム ゼイナ部族におけるシェイブ ・ファラン

ジャとナビー ・ハールーンの関係にみられるように,当 該集団が何らかの関係性を付
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与 して 複 数 の聖 者 を結 びつ け た 場 合 もあ る。 ジバ ー リ部 族 の聖 者 の一 人 で あ る シ ェイ

ブ ・ア ブ ー ・サ ン タは,後 者 の典 型 的 な 例 と言 え よ う。 ジバ ー リ部 族 に は 次 の よ うな

伝 説 が 伝 わ って い る。

シ ェイ ブ ・ア ブー ・サ ン タの 物 語

ジバ ー リの ア ラ ブは 山 の なか の ア ブ ー ・ トゥ ウ ェ ー タ とい う ワー デ ィに 住 ん で いた 。 ワー

デ ィの 上 方 に は ア ブ ー ・サ ン タ とい う聖 者(ワ リー)が い た 。 冬 に な って 大 雨 が降 る と,

どの ワ ーデ ィ も洪 水(セ ー ル)に な っ た。 ジ バ ー リが 住 ん で い た ワー デ ィに も,逆 巻 く水

が 山 か ら押 し寄 せ て きた 。ベ ドウ ィ ンた ち は ア ブ ー ・ トゥ ウ ェー タ の洪 水 が 農 園(ジ ュネ ー

ネ)を 流 し去 るの で は と怖 れ て,「 神 よ,あ な た の幸 運 を バ ラ カ と して 与 え た ま え!　 ア

ブ ー ・サ ン タ よ,押 し寄 せ る水 を我 々か らそ ら した まえ!」 と祈 った 。 神 は 水 流 を右 へ と

そ ら した まい,逆 巻 く水 は ワー デ ィ ・テ ィ ー ニー ヤへ と下 った 。 ア ブ ー ・サ ソタ はそ の水

を ワ ーデ ィ ・テ ィー ニ ー ヤ の上 方 へ と押 し戻 した 。 この 物 語 は ア ッラ ーの 力 と 人 々へ の愛

を 示 して い る。 今 日 ま で語 り伝 え られ た この物 語 は 真 実 で あ り,今 後 も語 り伝 え られ る だ

ろ う。 ジ バ ー リの ア ラ ブ に お そ い か か っ た洪 水 を 山 へ と押 し戻 した の は,シ ェイ ブ ・ア

ブ ー ・サ ン タの わ ざだ った 。 洪 水 を我 々 の も とか らそ ら して くれ た の は,ア ブ ー ・サ ンタ

そ の 人 だ っ た。

　 聖 者 シ ェイ ブ ・ア ブ ー ・サ ンタが い つ 生 まれ た のか,ど こか ら来 た の か は い っ さい

伝 わ って い な い。 しか しなが ら,聖 カ トリー ヌが処 女 の まま神 の もとに 召 され た とい

うキ リス ト教 の伝 承 が あ る に もか か わ らず,ジ バ ー リ部 族 は シ ェイ ブ ・ア ブ ー ・サ ン

タが 聖 カ トリー ヌの息 子(一 説 に よれ ば 父親)で あ り,自 分 た ちは そ の 末 喬 に あ た る

と信 じて い る。荒 唐 無 稽 な話 の よ うに聞 こえ るか も しれ な い が,重 要 な の は シ ェイ ブ ・

ア ブ ー ・サ ン タが 実 在 の 人 物 で本 当 に 聖 カ ト リー ヌの息 子 で あ った か ど うか で は な

い 。 出 自不 明 で神 秘 的 な シ ェイ ブ ・ア ブ ー ・サ ン タ とい う聖 者 と聖 カ トリー ヌの あ い

だ に 想 定 され た疑 似 的 な親 子 関 係 が メ タ フ ォ リカル に演 出 してい るの は,ジ バ ー リ部

族 と聖 カ トリー ヌ修 道 院 と い う二 集 団 間 の疑 似 的 な親 子 関 係 なの で あ る。 ア ブ ー ・サ

ン タ とは,そ の よ うな親 子 関 係 を 必 要 とす る ジバ ー リ部 族 の メ ンタ リテ ィーが 聖者 と

い う形 に な って表 出 した も の にほ か な らな い。

4　 「聖者」発生 の社会的 ・認識的 メカニズ ム

ジバーリ部族をめぐる南シナイの集団関係を聖者 との関わ りからもう一度わか りや
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図　南 シナイにおけ る聖者 と部族の関係

すいように図示してみよう。

　 この図からもわかるように,聖者は集団とその外界を結ぶ介在者として立ち現われ,

内に対 しては集団統合のシンボルとなり,外 に対しては境界線 として機能する。聖者

が介在する外界がもう一つの集団であるのかどうか,聖 者の出自が明らかかどうかと

い う観点から聖者を類型化 してみよう。

　他部族とは交わ らずに単独で生活 している部族集団を考えてみ よう。か りにこの集

団をA集 団とすると,A集 団にとっての唯一の外界は自然であ り,聖 者がA集 団

にもたらして くれるのは自然から受け取ったバ ラカである。 したがってA集 団が危

機におちいったというような場合に同集団のメンバーがこれを救ったとすると,当 然

ながら彼は聖者 ということになる。この種の聖者が起 こす奇蹟はほとんどの場合,土

を食料に変えた り,雨 を降らせた りとい うふうに,自 然をあやつることによってもた

らされた奇蹟である。自部族出身の聖者がもたらすバ ラカはその部族だけが独占する

わけだか ら,部 族の構成員は聖者祭に参加 して自分の血縁や系譜といった部族内にお

ける位置を確認 し,部 族員としてのメンバーシップを明確に しなければならない。ま

た,バ ラカを独占するということは,他 部族の者には与えないということであるから,

部族 としての境界を明確iにす ることでもある。同時にバラカを部族内で独占するにし

ても,す べての構成員に万遍なくいきわた らなけれぽならない。バラカ配分の過多は

部族内の差異化を招き,や がては部族の分裂へ とつながるからだ。聖者祭において貸

し借 りなどの トラブルの調停が行なわれるのはこのためである。

　外界としての自然からバラカをもた らして くれるだけであれば,聖 者は自部族出身

の者でなくてもかまわない。他部族出身の聖者であってもそのバラカが大きいとみな

されると,崇 拝 され るケースが多々あるようだ。ただ しそのようなケースは,1)崇
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拝する側のA部 族 と,崇 拝される聖者の出身母体であるB部 族が非常に離れた場所

に生活圏をもっている,2)近 接 して暮らしているが利害関係があまりない,3)問

題の聖者が南シナイの現住部族 とは系譜関係がな く,遠 い昔の人物である場合などに

限られる。これらの聖者は,モ ーゼや四十四人伝説の聖者たちが南シナイの土地神話

のなかの聖者であったように,特 定部族が独占するようなバラカをもっているわけで

はない。漠然とした土地 とその外部の地域を分ける役割を担 うことはできても,自 部

族出身の聖者のように部族の団結のシソボルとはな りえない。彼 らのバラカを得 るた

めに参詣するにしても,部 族単位ではなく,個 人や家族でおもむ くのが普通である。

さらにこのような聖者の多 くは,バ ラカが期待できな くなると,聖 者廟に投石された

り参詣の足が遠のいて,や がてすっか り忘れられてしまった りもする。

　A集 団とB集 団(あ るいはさらにC集 団)の 生活圏が近接 し同一の地域圏を形成

していような場合には,先 述 した ような部族的聖者や超部族的聖者のほかに,複 数の

部族集団を結びつける介在者 としての聖者が出現する。

　A集 団 とB集 団を結びつけるような聖者を考えてみよう。まず聖者の出身が明ら

かな場合,A集 団 とB集 団のどちらかの出身者である聖者と,ど ちらの集団の出身

でもない聖者がいる。前者の場合,聖 者の出身母体がA集 団であったとすると,B

集団はA集 団の下位にあるかまたは従属 している。歴史的にみるとこのような場合

は,B集 団がA集 団に統合されてい くケースが多い。たとえば先述 したように,現

在はジバーリ部族の一支族になっているアウラー ド・ジュソディー支族は,も ともと

ジバーリ部族 とは別の系統に属 していた。彼らは 自分たちだけの聖者 としてシェイ

ブ ・アハマ ドを崇拝していたのだが,や がて母体集団であるジバーリ部族の聖者を中

心的な聖者 とするようにな り,現 在ではシェイブ ・アハマ ドに対するズ ィヤーラを

まった く行なっていない。

　出自は明らかなもののA集 団とB集 団のどちらの出身でもない聖者の例として

は,ナ ビー ・ハールーンがある。ナビー ・ハールーンの出自は南シナイの土地神話の

なかに位置づけられてお り,AB集 団を含む全集団が彼のバラカの高さと権威をみ と

めている。このためナビー ・ハールーンは,AB集 団の結合のシンボルとしての新 し

い聖者性を獲得し,両 集団は彼のバラカを独占することで,よ り特権的な共同体 とし

て周囲の他集団から自らを差異化できるのである。出自が明らかであれば聖者として

の名 も広 く知れ渡 り,バ ラカも大きいと考えられる。 したがって,複 数集団の結合の

シソボルとして名の知れたバ ラカの大きい聖者をもってくるのは,排 他的な結合原理

なのである。その意味では,ナ ビー ・サーレフに代表 されるような聖者は,排 他的な
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結合原理にはならない。ナビー ・サーレフは複数集団の結合のシソボルではあるが,

どの集団にも属さず出自も明らかではない。 したがって,特 定集団が彼のバラカの源

泉についての知識を独占することはないのである。出自が不明の聖者であるがゆえに,

さまざまな集団が結びつくための介在的装置 としてはたらくのであ り,当 該複数集団

を取 り囲む社会経済的環境が変化すれぽそれに応 じて,聖 者を軸に集団の離合集散が

起こる。また,新 たな出自伝説を創造 して問題の聖者に付与することによ り,聖 者の

周辺に集まった諸集団をより大 きな外界に対 して一つの疑似的集団へ と再編成するよ

うなことも起こり得 る。北アフリカで聖者を核としたイスラム化が進行 したのは,諸

集団を結合させる聖者にイスラム的性格が付与され,新 しい集団構i成原理による地域

集団が誕生したためだろう。北アフリカの部族集団はベルベル系であ り,こ こで議論

しているような,ア ラブ社会の聖者を媒介項とする集団構成のメカニズムがそのまま

あてはまるとは言えないか もしれない。 しか しながら,聖 者の社会的機能とい う面か

らイスラム化という問題を考えると,聖 者崇拝が教団の形に編成されていく過程でイ

スラム的聖者が果たした集団再編成の機能を,キ リス ト教において教会が果たした機

能と対比させて論 じることが可能かもしれない。

　経歴や出身部族はわか らないものの,名 前から見る限 りはナビー ・サーレフは古代

の預言者の一人である。彼を聖者 としてかつぎあげる諸集団にしても,部 族連合を達

成することで何 らかのメ リットを期待 しているわけだから,か つぎだす聖者が素性の

よくわからないものでいいとい うわけではない。そのような聖者は,大 きなバラカを

もたらす能力の持ち主でなければならない。このため,四 十四人伝説の聖者たちと同

じような土地神話のなかの聖者から,最 もふさわしい聖者が選び出されたのである。

ところが不思議なことに,シ ェイブ ・ファランジャやシェイブ ・アブー ・サンタのよ

うに,素 性が知れない聖者が部族連合の主役に抜擢 されることもあるのだ。風来坊の

ような聖者がたいしたバ ラカをもっているはずはないのだが,相 手集団と堅固なつな

が りをもちたいという一方的な要求がある場合には,自 分たちに都合がいいように聖

者の出自を作 り上げて しまった り,相 手集団の聖者 との疑似的な親縁関係を勝手に創

出することがある。このような聖者は,直 接的なバラカの源泉ではな く,介 在者 とし

てのみ機能 していると言えよう。

　聖者は集団 と外界がオーバーラップする場所に位置 している。彼は外界からのバ ラ

カを集団の構成員に分配することによって統合のシンボルとなる。聖者とは集団と外

界の境界にあって両者のかけ橋となる存在なのだ。これが聖者の発生の第一段階であ

る。介在者 としての聖者はやがて集団と集団を統合する役割を担 うようになる。 この
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第二段階の聖者 も基本的には複数集団統合のシンボルとして機能するのだが,集 団が

どのくらいの規模の統合を求めているかに応 じて,境 界に位置するものとしての聖者

の性格 も変わ ってくる。各集団が聖者(統 合原理)の もとで統合されて一つの集団に

再編成 されると,聖 者は再び第一段階の聖者のような機能を発揮するようになる。こ

のように考えると聖者が持つ社会的機能の本質 とは以下の二つであると考えられる。

すなわち,1)集 団の維持,2)集 団の再編成である。

5　 おわ りに

　大稔哲也氏が指摘するように,イ スラム世界の聖者研究はほとんどマグリブ(北 ア

フリカ)地 域の事例をもとになされてきてお り,い わゆるマシュリク(東 アラブ世界)

の聖者研究はスーフィズム(イ スラム神秘主義)や タリーカ(教 団組織),ハ ーソカー

あるいはザーウィヤ(修 道場)と いった個別の問題設定はするものの,「聖者」をめ

ぐる総合的な視点からの研究はほとんどなされてこなかった(大 稔哲也1995)。 本論

文では,東 アラブ世界である南シナイの遊牧民社会において,地 域編成のための社会

システムとして 「聖者」が存在していることを示 した。ただし,ア ラブ遊牧民の言語

文化の研究者 としては第一人者であるハイキ ・パルヴァ教授が指摘するように(Pa1-

val993),ア ラブ遊牧社会の研究は主に生業形態や社会関係の面から行なわれてきた

が,そ の信仰世界に関する研究は,イ スラム教が遊牧的原理ではなく都市的価値観を

背景に生まれてきた と考える近年の潮流にもかかわらず,依 然として未開拓の分野な

のである。

　南シナイの場合,正 統のイスラム教 とは相容れない 「聖者」たちが有機的な社会シ

ステムとして機能 していた。聖者崇拝には常に非イスラム的要素が含まれてお り,大

塚和夫氏がすでに指摘 したように,そ のような要素が現在のイスラム教徒の精神的次

元でいかなる要素 となるのか疑問であ り,こ の種の問題設定 自体が,イ スラム教がキ

リス ト教の亜流であ り雑多な宗教であるとみなすかつてのヨーロッパにおけるイスラ

ム観に通底する,露 骨なイスラムへの侮蔑を含む可能性があるのも事実である(大 塚

1992)。 本論文で指摘 したように,地 域原理としての 「聖者」という社会 システムに

おいては,非 イスラム的要素とイスラム的要素の区分自体が有効な分析概念としても

妥当性を欠 くばか りか,少 な くとも地域住民にとっては自明のものではなかった。
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付 記

　 本研究は,平 成11～12年 度 の文部 省科学研究費補助 金に よる研究 「アラ ビア半 島をめ ぐるイ

ス ラム世界 の地 域文化形成 メカニズムに関す る歴 史人類学的研 究」(研 究 代表者:西 尾 哲夫,

課題 番号:11694017)の 研究成果 の一部であ り,日 本 中東学 会第16回 大会(於:北 海 道大学,

2000/5/13)の お りに 「いわゆ る 『聖者』発生 の社会的 ・認識的 メカニズムについて　 　南 シナ

イの事 例 よ り」 と題 して発表 した内容を もとに新 たに書 き下ろ した ものであ る。 貴重 な コメン

トをいただいた赤堀雅幸氏(上 智大学),佐 藤次高氏(東 京大学)に 感謝す る。 また,本 論文に

目を通 していただいた立川武蔵 氏(国 立民族学博物館),新 免光比 呂氏(国 立民族学博物館),

小杉 泰氏(京 都大学)に も謝辞 を述べ させ ていただ きたい。立川氏は宗教学,新 免氏 はル ーマ

ニア歴 史民俗研究,小 杉氏は イスラム思想 史の立場か ら示唆に富む意見を寄せ られた。最後に,

長年 の シナイ半島調査を共 に した畏 友,堀 内正樹氏(広 島市立大学)に 敬意 を表 した い。 本論

文執筆 の動機 とな った のは,堀 内氏の啓発的 な論文 だ った。本論文は シナイ半 島の遊牧社 会に

関す る同氏の広範かつ正確iなフ ィール ド調査な しには成立 しなか っただ ろ う。本論文 の基 本的

な姿勢 は,堀 内氏の成果をふ まえた うえで,ジ バ ー リ部族 の観 点か ら南 シナイの歴史 を読 みな

おそ うとい うところにある。

注

1)　 イス ラム世界におけ る 「聖者」研究の動向な らびに問題点については,大 稔(1995)を 参

　 照。同論文 のなかで も 「聖者」 とい う呼称に関わ る問題 が議論 され ている。

2)　 また聖 カ トリーヌ修道院に伝わ る話に よれぽ,聖 カ トリーヌの殉教後三世紀 ほ どして,聖

　 カ トリーヌ修道院の修道士たちが夢で見た指示 どお りに,山 頂 近 くで彼女 の遺体 を発見 し,

　 運び降ろ して教会の黄金の棺に安置 した。彼女の聖 遺物は現在 で も芳香 を発 している と言わ

　 れ る。

3)　 ジパ ー リ部 族の居住地 は基本的 に聖 カ トリーヌ修道 院の周辺地域 だが,少 し離 れた ワー

　 ディ ・フェイ ラーンや,人 数 としてはわずかだがア ブー ・ルデイスや トゥールに も居住 して

　 い る。現在,ジ バ ー リ部族には二人の族長(シ ェイブ)が いて,ひ と りは シェイ プ ・ア ブル ・

　 ヘイ ム氏(最 近亡 くな った と聞 く。彼の魂 に平 安あれ)で あ り,聖 カ トリー ヌ修道院 のす ぐ

　 近 くに住み,そ の周辺地区にある村 々を担 当する。 ヘイマー トとは彼 の名前 にちなんだ支族

　 名である。 もうひ と りの族長,シ ェイ ブ ・ア フマ ド氏は五十 才代だが,聖 カ トリー ヌ修道院

　 か ら少 しはなれた ワーデ ィ ・シェイ ブに住んでいる。彼 は ウヘイバ ー トに属 している。

4)形 質人類学 的にみて もジバー リ部族 の人び とは,彼 らの周辺 に居住す る他 のア ラブ系部族

　 民 と一見 してわかる ような特徴 を有 している。 余談 だが,と くにジバー リ部族 の女性 にはい

　 わゆ るア ラブ系ベ ドウィン女性 に比べて ヨー ロッパ的な顔 だちの人が多 く,そ のためか シナ

　 イ半島を旅行 した ヨー ロッパ人 のなかには,シ ナイ半 島でジバー リ部族 の女性が もっ とも美

　 しい と記 している者 もいるほ どだ。ジバ ー リ部 族の起源問題 と直接かかわ るわけではないが,

　 イス ラム世 界 と境 を接 している とい う政 治戦略的 な理 由か らルーマニアは,中 東 アラブ世界

　 とくに シ リア ・レバ ノンか らパ レスチナ地方 のキ リス ト教勢 力 と中世以来 の深 い関係を もっ

　 てお り,そ の一環 として聖 カ トリー ヌ修道 院はルーマニア国内にある荘園 を所有 していた。

　 シ リア ・レバ ノン地域 のキ リス ト教徒 が ア ラブ世界初 のア ラビア語 印刷 を行 なえたのは,

　 ルーマニアか ら寄贈 され たア ラビア文字 の印刷用 フォン トと印刷設備 のおかげだ った。ル ー

　 マ ニア とアラブ世界 との関係については,Meisles(1973)を 参照。
5)　 ヴラフ起源 の言葉 は ヨー ロッパ諸語 中に痕跡 を残 してお り,そ のいずれ もが 自分た ちとは
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　 別 の集団を指す意味であ るのは興味ぶかい。例 としては次の ような ものがある。Walsch(中

　 世 ドイツ語でイ タ リア人の意味),Wealh,　 Walh(ゲ ルマン系の言語で ケル ト人や ローマ人 の

　 意味),Walho-land(ゲ ル マ ン系 の言語 で フランスの意味),　Walloon(ベ ルギ ーに住む フラ

　 ンス語系住 民),Wallis(イ タ リア語系住 民が多数 を 占め るスイス連邦 の一州),　Churwel-

　 schen(レ トロマソス語の一 つである ロンシ ュ語系 の住民,ス イス連邦の グ リゾンもしくは グ

　 ラウビュンデ ン州に住む),Olasz(・ ・ンガ リー語 でイタ リア人 の意味),01ah(ハ ンガ リー語

　 でルーマニア人の意味),Valaques(フ ランス語),　Ulah(ト ル コ語)な どだ。

6)　 シナイ半 島をめ ぐる国際情勢 の変化は,ジ バ ー リ部族や南 シナイの諸部族 と聖 カ トリーヌ

　 修道院 との関係 にも大 きな影響を与 えた。 イスラエルの占領時代は,ジ バ ー リ部族にそ こそ

　 この恩恵 をもた らした。彼 らは積極的 にイス ラエル当局の ガイ ド役をつ とめた り,様々なサ ー

　 ビス業務 に従事 した。賃金労働 の増加 に よる経済的独立は,ジ バ ー リ部族 のあ いだ に聖 カ ト

　 リー ヌ修道院か らの独立志 向を助長 した。聖 カ トリー ヌ修道院 とジバ ー リ部族 の関係に決定

　 的 な変化 をもた らした のは,シ ナイ半 島返還後 のエジプ ト政府 の政策 だった。歴史的にみ て

　 も,都 市 に拠点 をお く政治 当局 は周辺部 で暮 らす べ ドウィンの存在 に頭 をなや ませ てきた。

　 さらにエジプ ト政府 にとって,シ ナイ半 島はイスラエル との国境で もあ り,観 光資源 として

　 も極め て重要 であったか ら,南 シナイの諸部族が いまだに聖 カ トリー ヌ修道院 と深 いかかわ

　 りを持 ち,そ の権威 を認め ているとい う事態 は容認 できなか った。 エジプ ト政府は,南 シナ

　 イの諸部族 と聖 カ トリー ヌ修道院 のあいだ に交 された契約 関係をすべ て無効 に して聖 カ ト

　 リー ヌ修道院 とジバ ー リ部族 の結 びつ きを弱め る政策 を と り,修 道院へ の登録義務があ った

　 不動産 は南 シナイ州庁に登録する ように した。

　 　 現在 では,約 三十人ほ どのジバー リ部族 の男性 が賃金労働 による契約を結んで,聖 カ トリー

　 ヌ修道院 で労働 に従事 している。労働 の内容 は基本的 に修道士や農園 の世話だが,一 定期間

　 の労働 が終わ る と,首 長 の任命 によって別 の部族員が交代す るシステムになっている。労働

　 賃金 も聖 カ トリー ヌ修道院外 の場所 での相場 にみ あった もので,形 式上は通常 の労使関係 と

　 かわ らない。 ジバ ー リ部族 の人 び とは,聖 カ トリー ヌ修道院か ら法律的 にも精神的 にも自由

　 にな り,賃 金 労働 の機会 の増加や部族人 口の増加 に よって,物 理的 に も聖 カ トリー ヌ修道院

　 か ら離れ て生活を いとなむ者が増えている。

7)彼 らは古代南 ア ラビア語 と よぽれ るセム系言語 を話 していたが,こ れ は北 アラブが使用 し

　 ていたア ラビア語 とは異 なってお り,む しろゲーズ語 やアムハ ラ語 などのエチオ ピアのセム

　 系諸語 と同 じ系統 に属す る。古代南 ア ラビア文字 も現代 のア ラビア文字 とは異 なってお り,

　 独特 の角張 った碑文 がた くさん現存 している。現在 で も古代南 ア ラビア語 の末高 と考 えられ

　 る言葉 がイエ メンのハ ドラマ ウ トや ソコ トラ島,オ マー ソのサ ラーラか らイエメ ン国境あ た

　 りにかけての地方 で話 されてい る。

8)　 もう一 つのア ラブ ・アルバーイダであるアー ド族 は 『コー ラソ』 のほか に 『千一夜物語』

　 に も顔 を出 して豊 かな物語世 界へ とわれわれ を誘 って くれ る。 アー ド族 の物語 は 「円柱 の都

　 イ ラム」 として知 られ ている。 アー ド大王 の息子 シ ャッダー ド王 は天 国に似せ て壮麗 なイ ラ

　 ムの都 を作 らせたが,い ざ入城 しようとした瞬 間に天罰が くだ り,人 び ともろとも町 は消滅

　 した とい う。 イ ラムがあ ったのは アデ ソの近 くだ とも言われ てい る。

9)ナ バテア王 国やパル ミラ王 国をつ くった人たちは,日 常生活 では北 ア ラビア語つ ま り現在

　 われわれがア ラビア語 とよんでいるの と同系統 の言葉 を話 していたが,商 業分野 での記録 で

　 は当時の中近東世 界で国際 的共通語 として機能 していたア ラム語 の方言 をナバテア文字 で記

　 していた。彼 らのアラム語は王国の名にちなんでそれ ぞれ ナバ テア語,パ ル ミラ語 とよばれ,

　 多 くの碑文が現存 している。 やがて書 き言葉 に使用 していたナバテア文字 を使 って話 し言葉

　 であ るア ラビア語 を表記す る ようにな り,現 在 のア ラビア文字 になった とい うのが定説 であ

　 る(漢 字か ら万葉が なが うまれ,さ らに独 自の 日本文字にな った状況 と似 てい る)。 ジ ャー

　 ヒ リーヤ時代 とよぽれるイス ラム勃興 直前 までに,ア ラビア語 は高度 な文化語彙 を有す る よ

　 うにな っていた。最近 の硯 究に よれぽ,こ れは古代南 ア ラビア文 明を育んだ南 ア ラビア語 を

　 話す人び とが北方へ移住 し,北 ア ラブの人び とに言葉 の上 で も影響 をあたえたためだ とされ

　 てい る。

10)現 在では世 界中か らの観光 客が修道 院を訪れ る ようにな り,聖 域 な どとい う考 えはいさ さ

　 か時代お くれの感 もするのだが,修 道 院の壁 の内側 まで入 っていけるのは,観 光客 を除 くと

　 ジバ ー リ部族だけである。 ジバ ー リ部族 以外で も トゥールやカイ ロか ら来 る荷物や巡礼 に同

　 行 して聖域のそば までは近 づけ るが,そ こか らは先には立 ち入れず,ジ バー リ部族 に荷物 や
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客をゆだねなければな らない。 ジバ ー リ部族だけが聖 な る空間 と俗なる空 間を移動 で きたの

であ る。地上 界 と天界をつな ぐ結節点 としての聖 カ トリーヌ修道院の聖域 がオー ラの ように

放つ聖性を表現す るのに,ジ バ ー リ部族は 「修道院(デ イル),夜(レ イル),山(ジ ャバル)」

とい う言葉を よく使 う。彼 らの伝承に よれぽ,こ の言葉は預言者 ムハ ンマ ドが聖 カ トリー ヌ

修道院に送 った勅令 の最初の言葉 ら しい。 ジパ ー リ部族 の古老 が言 うには,「 昔は町 な どな

か った。汚れのない砂漠 と修道院 と山があ るき りだ った。夜にな って闇のなかに浮かびあが

る景色は うっと りす るほ どだ った。夜にな るとみな この場 所に座 った ものだ。静 ま りかえ っ

て,本 当に真 っ暗 だった。何 ともい>xな い気分だ った。夜 には精気 が満 ちていた」。

　 この古老の説明か ら,先 述の言葉は聖 カ トリーヌ修 道院 と共有する聖 なる一体感 を示す言

葉 とい うだけでな く,聖 域の神秘 を感得で きる能 力を特別 にあたえ られた集団 としての選民

意識 を反 映 した言葉 であ るのがわか る。ジバー リ部族 は まさに聖 と俗をつ な ぐ両義的 な存在

なのである。 彼 らの聖性 を象徴す る よ うな一つのエ ピソー ドがある。現在 のジバー リ部族 は

イス ラム教徒 なのだが,比 較 的最 近 までキ リス ト教を信奉 してお り,現 在 で もその宗教儀礼

のなかにキ リス ト教的なな ご りが見 られる ことについてはすでに述べた。 またその ことが他

のベ ドウィソ諸部 族か らの蔑 視の一原因にな っている点について も触れ た。 しか しそれ でも

聖 カ トリー ヌ修道 院の修 道士 たちは,ジ バ ー リ部族 は形式上 はイス ラム教 に改宗 して しまっ

たが,魂 はキ リス トとともにあ ると信 じている。修道士 たちか ら聞 いたあ る話を紹介 しよう。

1988年 にある西 ドイ ツか らの一旅 行者 が聖 カ トリー ヌ修道 院を訪 問 して,聖 カ トリー ヌ修道

院で働 くジバ ー リ部 族の姿をカ メラにお さめた。 ドイ ツ人 は修道 院を再訪 し,被 写体 となっ

た人物 に渡 して もらお うと思 って一 人の修道士 の手元 に問題 の写 真を もってきた。修道士が

写真 を見 る と,そ こにはジバー リ部族 の男性 が写 ってお り,驚 くべ きことにガラ ビーヤとよ

ばれ る貫頭衣 風の着 衣のすそのあた りに十字架 が浮 き出ているではないか。 ジノミー リ部族 に

神の御 しる しが あらわれたのであ る。
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